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「サイバーセキュリティ2015(案)」の概要について

～ 費用から投資へ ～
■安全なIoTシステムの創出
 IoTに係る大規模な事業に対し、セキュリティ・バイ・デザ
インに必要な働きかけを実施 【内閣官房】

 M2M機器・IoTのセキュリティに係る横断的なガイドライ
ンの策定 【総務省及び経済産業省】

 エネルギー分野のガイドラインとして、スマートメーターの
セキュリティ評価技術・手順を実証 【経済産業省】

■セキュリティマインドを持った企業経営の推進
 サイバー攻撃によるリスクを投資家に開示することの可能
性を検討 【内閣官房及び金融庁】

 経営ガイドラインの策定 【経済産業省】
 「橋渡し人材層」としての能力向上を図るセミナー等を
実施 【内閣官房及び経済産業省】

 ISACを活用した情報共有体制の拡充 【総務省】
■セキュリティに係るビジネス環境の整備
 政府系ファンド等の活用検討 【経済産業省】
 著作権法におけるリバースエンジニアリングに関する適法
性を明確化 【文部科学省】

 制御システムセキュリティ認証の拡大 【経済産業省】

～ 2020年・その後に向けた基盤形成 ～
■国民・社会を守るための取組
 マルウェアに感染したユーザーを検知し、マルウェアの除去
等を促す取組を実施 【総務省】

 安全な無線LAN環境の整備に向けて、必要となる
対策の検討、周知啓発を実施 【総務省】

 通信履歴等の保存の在り方について、ガイドラインの
解説の改正を踏まえ対応 【警察庁及び総務省】

■重要インフラを守るための取組
 東京オリンピック・パラリンピック競技大会に重大な影響を
与えるサービス・事業者・分野の候補を選定 【内閣官房】

 マイナンバーの監視・監督体制や、LGWANにおける
集中的なセキュリティ監視機能の整備 【特定個人情報
保護委員会、内閣官房及び総務省 他】

■政府機関を守るための取組
 各府省庁の情報システムに対してペネトレーションテスト
を実施 【内閣官房】

 国の行政機関における統一基準群等に基づく施策の
取組状況に関する監査制度を設計するとともに、試行
的な監査を実施 【内閣官房】

～ サイバー空間における積極的平和主義 ～
■我が国の安全の確保
 情報収集・分析機能の強化に加え、サイバー攻撃対策
に係る訓練を実施 【警察庁】

 カウンターインテリジェンスに係る取組の推進【内閣官房】
 サイバー攻撃時においても持続的な部隊運用を確保
するための取組を継続 【防衛省】

 部外インフラ等、関係主体との連携深化 【防衛省】
■国際社会の平和・安定
 二国間協議や多国間協議に参画し、国際法の適用や
国際的なルール・規範作り等に積極的に関与し、我が
国の意向を反映 【内閣官房及び外務省】

 国際テロ組織の活動等に関する情報の収集・分析の
強化 【内閣官房、警察庁及び法務省】

 各国における能力構築を支援 【内閣官房 他】

■世界各国との協力連携
 ASEAN諸国との連携を強化 【内閣官房 他】
 インターネットエコノミーに関する日米政策協力対話にて
一致した、米国との情報共有を強化 【総務省】

 包括的な日米サイバー防衛の連携 【防衛省】

国民が安全で安心して暮らせる
社会の実現

国際社会の平和・安定及び
我が国の安全保障

経済社会の活力の向上
及び持続的発展

新たなサイバーセキュリティ戦略に基づく最初の年次計画として、2015年度に実施する具体的な取組を戦略の体系に沿って示したもの（以下は主な施策例）。

推進体制

横断的
施策

■研究開発の推進
 世界最先端のサイバー攻撃観測・分析技術、暗号基盤技術等に関する研究
開発を実施 【総務省】

 法律や国際関係、安全保障、経営学等の社会科学的視点も含め様々な領
域の研究との連携、融合領域の研究を促進 【内閣官房】

 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の枠組み等により研究開発を推進
【内閣府】

■人材の育成・確保
 高度なITの知識と経営などその他の領域における専門知識を併せもつ人材の
育成 【文部科学省及び経済産業省】

 初等中等教育に携わる教員等を対象とした研修、情報交換 【文部科学省】
 情報処理技術者試験において実践的な能力を適時適切に評価するための
更新制度の導入の検討 【経済産業省】

 サイバー防御演習を通じた実践的セキュリティ人材の育成 【総務省】

 伊勢志摩サミットにおけるサイバーセキュリティの確保や東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた対策の検討 【内閣官房】

資料１ー１



サイバーセキュリティ２０１５ 

（案） 

2015年  月  日 

サイバーセキュリティ戦略本部 

資料１－２ 



目 次 
 

はじめに ........................................................... 1 

1. 経済社会の活力の向上及び持続的発展 ............................ 2 

1.1. 安全な IoTシステムの創出 ....................................... 2 

1.2. セキュリティマインドを持った企業経営の推進 ..................... 3 

1.3. セキュリティに係るビジネス環境の整備 ........................... 5 

2. 国民が安全で安心して暮らせる社会の実現 ........................ 8 

2.1. 国民・社会を守るための取組 ..................................... 8 

2.2. 重要インフラを守るための取組 .................................. 12 

2.3. 政府機関を守るための取組 ...................................... 15 

3. 国際社会の平和・安定及び我が国の安全保障 ..................... 19 

3.1. 我が国の安全の確保 ............................................ 19 

3.2. 国際社会の平和・安定 .......................................... 20 

3.3. 世界各国との協力・連携 ........................................ 22 

4. 横断的施策 ................................................... 25 

4.1. 研究開発の推進 ................................................ 25 

4.2. 人材の育成・確保 .............................................. 27 

5. 推進体制 ..................................................... 30 

参考 用語解説 .................................................... 31 

 

 



はじめに 

- 1 - 

はじめに 

 サイバー空間は、「国境を意識することなく自由にアイディアを議論でき、そこで生まれた

知的創造物やイノベーションにより、無限の価値を産むフロンティア」であり、いまや欠く

ことのできない経済社会の活動基盤となっている。その一方で、国家の関与が疑われるよう

な組織的かつ極めて高度なサイバー攻撃等による脅威の高まりが見られる状況にあり、サイ

バーセキュリティの確保は国民生活や社会経済活動、我が国の安全保障の観点から極めて重

要な課題となっている。 

 こうした状況を背景に、サイバーセキュリティに関する施策を総合的かつ効果的に推進す

るため、サイバーセキュリティ基本法（以下「基本法」という。）が昨年11月に成立し、政府

は同法の規定に基づき、我が国のサイバーセキュリティ政策に関する新たな国家戦略となる

「サイバーセキュリティ戦略」（以下「戦略」という。）を９月４日に閣議決定した。この戦略

は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催、そしてその先の2020年代初

頭までの将来を見据えつつ、今後３年程度のサイバーセキュリティ政策の基本的な方向性を

示すものであり、関係者の共通の理解と行動の基礎となるものである。 

 本書は戦略に基づく最初の年次計画であり、自由、公正かつ安全なサイバー空間を創出・

発展させ、もって「経済社会の活力の向上及び持続的発展」、「国民が安全で安心して暮らせ

る社会の実現」、「国際社会の平和・安定及び我が国の安全保障」に寄与することを目的とし

て、政府が2015年度に実施する具体的な取組を戦略の体系に沿って示すものである。本書に

示す取組を推進するに当たっては、戦略の基本原則にも示されているとおり、政府機関にお

ける連携は元より、重要インフラ事業者や企業、個人といった多様な主体とも連携しつつ、

取組を推進していく。 

 なお、本書の記載にかかわらず、我が国を取り巻くサイバーセキュリティに関する情勢に

変化が生じた場合には、その内容に応じて、必要な範囲で迅速に相応の取組を策定・実施す

ることとする。 
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1. 経済社会の活力の向上及び持続的発展 

1.1. 安全なIoTシステムの創出 

(1) 安全なIoTシステムを活用した新規事業の振興 

(ア)内閣官房において、IoTシステムに係る新規事業がセキュリティ・バイ・デザインの考え方

に基づき取り組まれるよう、経費の見積もりの方針にこうした考え方を盛り込むとともに、

各府省庁等において、こうした考え方に基づく取組が行われるよう働きかけを行う。さらに

着実にこの考え方に基づく取組が行われているか適時確認をする。 

(2) IoTシステムのセキュリティに係る体系及び体制の整備 

(ア)内閣官房において、IoTシステムに係る大規模な事業のサイバーセキュリティ確保のための

取組について、サイバーセキュリティ戦略本部の下で検討を進めるとともに、IT総合戦略本

部等においても現在検討が進められているIoTシステムに係る大規模な事業について、関係

省庁が適切に協働し、セキュリティ・バイ・デザインの考え方に基づいて必要な対策が整合

的かつ遺漏なく実施されていくよう働きかけを行うとともに、その確認を適時確認してい

く。 

(3) IoTシステムのセキュリティに係る制度整備 

(ア)経済産業省において、IPAを通じて、IoTシステムに含まれる機器等に関して、攻撃事例や利

用形態を基に整理を行い、総合的なガイドラインや基準の確立に向け、脅威分析とセキュリ

ティ対策の明確化を図る。 

(イ)総務省において、国際的な動向も踏まえ、IoTシステムに関する横断的な取組の１つとし

て、M2M機器の運用の実装上のセキュリティに係る横断的なガイドライン策定の検討を実施

する。 

(ウ)経済産業省において、エネルギー分野におけるIoTのセキュリティガイドラインとして、ス

マートメーターのセキュリティの評価技術・手順の実証を行う。 

(エ)厚生労働省において、医薬品医療機器法上の医療機器のサイバーセキュリティについて検討

を進める。 

(オ)総務省において、自動車分野におけるIoTのセキュリティガイドラインとして、「700MHz帯安

全運転支援システムのセキュリティガイドライン」を策定する。 

(カ)経済産業省において、CSSCを通じ、IoTシステムの構成要素であるM2M機器等の制御システム

向けのセキュリティに係る認証制度であるEDSA認証（2014年４月開始）について、普及・啓

発を行うとともに、制御システム全体のセキュリティ認証制度を確立する。 

(キ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、インターネット上の公開情報を分析し、国内の

制御システム等で外部から悪用されてしまう危険性のあるシステムの脆弱性や設定の状況に

ついて、その保有組織に対して情報を提供する。 

(ク)経済産業省において、経済産業省告示により指定されたIPA（受付機関）とJPCERT/CC（調整
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機関）により運用されている「脆弱性関連情報届出受付制度」により、IoTシステムを作動

させるソフトウェアに係る脆弱性について、「JVN」をはじめ、「JVNiPedia」（脆弱性対策情

報データベース）や「MyJVN」などを通じて、利用者に提供する。また、IPA（受付機関）と

JPCERT/CC（調整機関）は、脆弱性が届出されたものの、連絡がつかない案件について、経

済産業省告示に基づいた手続きの上、公表を行う。さらに、能動的な脆弱性の検出とその調

整に関わる取組を行う。 

(ケ)総務省において、脆弱性を有するブロードバンドルータ等のIoT製品について、ISP事業者等

を通じ利用者に対策を促す仕組みの構築に向けた検討を実施する。 

(4) IoTシステムのセキュリティに係る技術開発・実証 

(ア)経済産業省において、AIST等を通じ、IoTシステムに付随する脅威に対応するため、ソフト

ウェア工学、暗号技術などを用いてシステムの品質、安全性、効率を向上、両立させるため

の革新的、先端的技術の基礎研究に取り組む。 

(イ)総務省において、IoTシステムの構成要素の特徴を加味したセキュリティ技術の確立に向け

た調査・実証を実施する。 

(ウ)経済産業省において、CSSCにおける制御システムのテスト環境を用いシステム全体の脅威分

析、リスク評価を行う技術を開発し、評価・認証制度やサイバー演習へと活用する。 

(エ)総務省において、IoTシステムにおけるセキュリティ技術の確立に向け、IoT機器及びその運

用基盤に対する脅威分析及びリスク評価を行う。 

(オ)総務省及び経済産業省において、IoT機器へのバックドア対策のためのログ検知技術の開発

に関する研究や、高信頼な暗号の実装を実現する技術やハードウェアトロージャン検知の技

術等ハードウェアの真正性の向上に係る技術の開発に関する研究、IoTシステムに対応した

セキュリティ評価認証制度の確立に向けた検討を行う。 

(カ)経済産業省において、自動車のセキュリティ確立に向けて、自動車業界関係者等と制御シス

テム等に関するセキュリティ上の課題と対策について情報交換を行い、解決に向けた方向性

を得るとともに研究開発を推進する。 

1.2. セキュリティマインドを持った企業経営の推進 

(1) 経営層の意識改革 

(ア)内閣官房及び金融庁において、上場企業におけるサイバー攻撃によるインシデントの可能性

等について、米国の証券取引委員会（SEC）における取組等を参考にしつつ、事業等のリス

クとして投資家に開示することの可能性を検討し、結論を得る。その際、関連情報の共有な

ど開示するインセンティブを促すための仕組みの在り方についても併せて検討し、結論を得

る。 

(イ)経済産業省において、経営層がサイバーリスクを経営上の重要課題として把握し、設備投

資、体制整備、人材育成等経営資源に係る投資判断を行い、組織能力の向上を図るために、

サイバーセキュリティ対策の在り方、CISOの設置を含めた組織体制の在り方、技術的対策、

情報開示の在り方等を含めたサイバーセキュリティ経営ガイドラインを年内のできるだけ早
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期に策定する。また、当該ガイドラインも含めた企業の取り組みについて、第三者認証等に

よりステークホルダー等から評価される仕組みを検討する。さらに、経済産業省において、

実効性を高めるため、同ガイドラインの内容や利活用の在り方も含めた指針の法制度化を、

中小企業向けも含めて検討する。 

(ウ)経済産業省において、情報の保護が必要となる政府の補助事業や研究開発事業等の採択に際

して、上記のサイバーセキュリティ経営ガイドラインや第三者認証取得など企業のサイバー

セキュリティ対策への取り組みを、加点要素等として考慮する仕組みを検討する。 

(2) 経営能力を高めるサイバーセキュリティ人材の育成 

(ア)内閣官房及び経済産業省において、実務者層のリーダー層が「橋渡し人材層」として活躍で

きるよう、経営層の示す経営方針を踏まえたサイバーセキュリティに係るビジョンの策定能

力や、こうしたビジョンを経営層及び実務者層に伝えていくコミュニケーション能力の向上

を図るためのセミナー等を実施する。 

(3) 組織能力の向上 

(ア)内閣官房において、企業における製品・サービスの関係者を対象に、セキュリティ・バイ・

デザインを共通の価値として認識させることを目指したセミナーの開催等の普及啓発活動を

行う。 

(イ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、ソフトウェア製品や情報システムの開発段階に

おいて、製品開発者が情報セキュリティ上の観点から配慮すべき事項を、解説資料やセミナ

ーの形で公開し、普及を図る。 

(ウ)経済産業省において、営業秘密保護や事業継続性の観点からも経営層がサイバーリスクを重

要課題として把握し、人材育成等経営資源に係る投資判断を行い、組織能力の向上を図るた

めに、最新のサイバー攻撃の手口を踏まえたサイバーセキュリティ対策の在り方、組織体制

の在り方、最新の攻撃に対する技術的対策、情報開示の在り方等を含めたサイバーセキュリ

ティ経営ガイドラインを年内のできるだけ早期に策定し、企業に対して発信していく。ま

た、当該ガイドラインも含めた企業の取り組みについて、第三者認証等によりステークホル

ダー等から客観的に評価される仕組みを検討する。 

(エ)経済産業省において、情報システム開発・運用に係るサプライチェーン全体のセキュリティ

向上のため、リスクの高い丸投げ下請や発注者が把握できない多重の再委託などを防止し、

情報システム開発・運用に係る取引の適正化を図るための制度整備を行う。 

(オ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じ、企業へのサイバー攻撃等への対応能力向上に向け

て、国内における組織内CSIRT設立を促進・支援する。また、CSIRTの構築・運用に関するマ

テリアルや、インシデント対策・対応に資する脅威情報や攻撃に関する情報、所要の分析を

加えた具体的な対策情報等を適切な者の間で共有することにより、CSIRTの普及や、国内外

の組織内CSIRTとの間における緊急時及び平常時の連携の強化を図るとともに、巧妙かつ執

拗に行われる標的型攻撃への対処を念頭においた運用の普及、連携を進める。 

(カ)総務省において、企業における標的型攻撃への対処能力の向上に向けた実践的な防御演習

（CYDER）を実施する。 
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(キ)経済産業省において、企業への標的型攻撃への対処能力向上のため、CSSCにおける模擬シス

テム等を用いた実践的なサイバー演習を行う。 

(ク)経済産業省において、IPAを通じ、我が国経済社会に被害をもたらすおそれが強く、一組織

で対処が困難なサイバー攻撃を受けた組織等を支援するため、「サイバーレスキュー隊（J-

CRAT）」の活動を増強し、被害組織における迅速な対応・復旧に向けた計画作りを支援す

る。 

(ケ)経済産業省において、IPAを通じ、ウェブアプリケーションの脆弱性を早期に発見し、対処

に役立てるため、ログを解析し外部からの攻撃の痕跡を検査する「ウェブサイトの攻撃兆候

検出ツール」（iLogScanner）を企業のウェブサイト運営者等に提供する。 

(コ)経済産業省において、最新の脅威情報やインシデント情報等の共有のためIPAが情報ハブと

なり実施している「サイバー情報共有イニシアティブ」（J-CSIP）の運用を着実に継続し、

より有効な活動に発展させるよう参加組織の拡大、共有情報の充実等、民民、官民における

一層の情報共有網の拡充を進める。 

(サ)総務省において、ISP事業者を中心に構成されている「Telecom-ISAC Japan（一般財団法人

データ通信協会テレコム・アイザック推進会議）」を核として、サイバー攻撃に関する情報

共有網の拡充を進める。 

(シ)金融庁において、金融機関に対し、2014年11月から本格的に活動を開始した「金融ISAC」を

含む情報共有機関等を通じた情報収集・共有体制の構築を促していく。 

1.3. セキュリティに係るビジネス環境の整備 

(1) サイバーセキュリティ関連産業の振興 

(ア)経済産業省において、NEDOの支援事業や政府系ファンドによるベンチャー企業や国内外で大

規模に活躍できる企業の育成など、サイバーセキュリティの成長産業化に取り組む。 

(イ)総務省及び経済産業省において、クラウドセキュリティガイドライン、クラウドセキュリテ

ィ監査制度の普及促進を行う。 

(ウ)総務省及び経済産業省において、中小企業における情報セキュリティ投資を促進するための

関連税制の利用促進等、中小企業の情報セキュリティ対策の底上げを支援する施策を推進す

る。 

(エ)文部科学省において、著作権法におけるセキュリティ目的のリバースエンジニアリングに関

する適法性の明確化に関する措置を速やかに講ずる。 

(2) 公正なビジネス環境の整備 

(ア)経済産業省において、関係省庁及び産業界の協力の下、企業情報の漏えいに関して、サイバ

ー攻撃など今後ますます高度化・複雑化が予想される最新の手口や被害実態などの情報の共

有を行う場として、「営業秘密官民フォーラム」を設置する。 

(イ)経済産業省において、企業の重要情報である営業秘密の管理手法等の一層の高度化に資する
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ため、人事・労務面、情報セキュリティなど多面的な対策について、最新の技術開発や内外

の不正な営業秘密侵害事例を踏まえ、「営業秘密保護マニュアル（仮称）」として策定し、公

表する。 

(ウ)経済産業省において、IPAを通じて、営業秘密保護に関する対策等を推進するため、組織に

おける内部不正防止のためのガイドラインの普及促進を図る。 

(エ)経済産業省及び外務省において、情報セキュリティなどを理由にしたローカルコンテント要

求、国際標準から逸脱した過度な国内製品安全基準、データローカライゼーション規則等、

我が国企業が経済活動を行うに当たって貿易障壁となるおそれのある国内規制（「Forced 

Localization Measures」）を行う諸外国に対し、対話や意見交換を通じ、当該規制が自由貿

易との間でバランスがとれたものとなるよう，民間団体とも連携しつつ働きかけを行う。 

(3) 我が国企業の国際展開のための環境整備 

(ア)総務省及び経済産業省において、情報セキュリティ分野の国際標準化活動であるISO/IEC 

JTC1/SC27、ITU-T SG17等が主催する国際会合等に参加し、我が国の研究開発成果やIT環

境・基準・ガイドライン等を踏まえて国際標準化を推進する。 

(イ)経済産業省において、IPAを通じ情報セキュリティ分野と関連の深い国際標準化活動である

ISO/IEC JTC1/SC27が主催する国際会合等へ機構職員を派遣し、暗号技術、暗号・セキュリ

ティ製品やモジュールの認証等の国際標準化において、国内の意見が反映されるよう活動す

る。 

(ウ)経済産業省において、2014年に改訂した「クラウドサービス利用のための情報セキュリティ

マネジメントガイドライン」を新たな国際標準（ISO/IEC27017）のベースとして組み入れる

べく、国際標準化を推進する。 

(エ)経済産業省において、情報システム等がグローバルに利用される実態に鑑み、IPA等を通じ

脆弱性対策に関するSCAP、CVSS等の国際的な標準化活動等に参画し、情報システム等の国際

的な安全性確保に寄与する。 

(オ)経済産業省において、IPAによるCCRAなどの海外連携を通じ、セキュリティ評価に係る国際

基準の作成に貢献するとともに、政府調達のための国際共通プロテクション・プロファイル

（PP）の開発、情報収集を実施する。 

(カ)経済産業省において、アジアでの更なる情報セキュリティ人材の育成を図るため、アジア12

ヶ国・地域と相互・認証を行っている「情報処理技術者試験」について、我が国の情報処理

技術者試験制度を移入して試験制度を創設した国（フィリピン、ベトナム、タイ、ミャンマ

ー、マレーシア、モンゴル、バングラデシュ）が協力して試験を実施するための協議会であ

るITPECがアジア統一試験を実施しているところ、ITPECの更なる定着を図る。 

(キ)経済産業省において、今後、ますますの経済連携が求められるASEAN各国において、日本企

業が安全に活動でき、また、日本の持つノウハウをASEAN諸国と共有できるよう、セキュリ

ティマネジメント導入のためのノウハウ支援等を行う。 

(ク)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、我が国企業が組込みソフトウェア等の開発をア

ウトソーシングしている先のアジア地域の各国を中心に、脆弱性を作りこまないコーディン
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グ手法に関する技術セミナーを実施する。 

(ケ)経済産業省において、CSSCが実施している制御システムセキュリティにかかる認証制度につ

いて、国際標準化の推進とそれをベースにした国際的な相互承認の対象制度の拡大を推進す

る。 
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2. 国民が安全で安心して暮らせる社会の実現 

2.1. 国民・社会を守るための取組 

(1) 安全・安心なサイバー空間の利用環境の構築 

(ア)内閣官房において、事業者のセキュリティ・バイ・デザインに対する取組を促すとともに、

各府省庁等において、こうした考え方に基づく取組が行われるよう働きかけを行う。 

(イ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、ソフトウェア製品や情報システムの開発段階に

おいて、製品開発者が情報セキュリティ上の観点から配慮すべき事項を、解説資料やセミナ

ーの形で公開し、普及を図る。 

(ウ)経済産業省において、IPAを通じて流通後の修正が容易でないとされる組込みソフトウェア

及びスマートフォン等のアプリケーションにおいて多用される言語に関し、IPAにおいて整

備したコーディングスタンダードについて、更なる開発の高信頼化を図るための取組等を行

う。 

(エ)経済産業省において、IPAを通じてウェブサイト運営者や製品開発者が脆弱性対策の必要性

及び対策手法等を自ら学習することを支援するため、「安全なウェブサイトの作り方」と体

験的かつ実践的に学ぶツール「AppGoat」についてIPAを通じて普及啓発を図る。 

(オ)経済産業省において、IPAを通じて、情報処理システム等におけるソフトウェアの不具合が

社会に与える混乱や被害を防止する観点から、更なる開発・検証技術の高度化を図りつつ、

ソフトウェアによって中核機能が実現される製品、システム及びサービスについて第三者が

その安全性・信頼性等を利用者に対し十分に説明できるよう、利用者への品質説明力を強化

する。 

(カ)経済産業省において、経済産業省告示に基づき、IPA（受付機関）とJPCERT/CC（調整機関）

により運用されている「脆弱性関連情報届出受付制度」を着実に実施するとともに、関係者

との連携を図りつつ、「JVNiPedia」（脆弱性対策情報データベース）や「MyJVN」の運用など

により、脆弱性関連情報をより確実に利用者に提供する。また、連絡不能案件について、経

済産業省告示に基づいた手続きのうえ、公表を行う。 

(キ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、ソフトウェア等の脆弱性に関する情報を、マネ

ジメントツールが自動的に取り込める形式で配信する等、ユーザー組織における、ソフトウ

ェア等の脆弱性マネジメントの重要性の啓発活動及び脆弱性マネジメント支援を実施する。 

(ク)経済産業省において、IPAを通じ、情報システムの脆弱性に対して、プロアクティブに脆弱

性を検出する技術の普及・啓発活動を行う。 

(ケ)総務省において、NICTを通じ、運用するサイバー攻撃観測網（NICTER）について、センサー

の高度化等による観測機能の強化を図るとともに、NISCをはじめとする政府機関等への情報

提供等を通じた連携強化を図る。 

(コ)総務省において、高度化・巧妙化するマルウェアの被害を防止するため、マルウェアに感染

したユーザーを検知し、マルウェアの除去を促す取組（感染駆除）及び閲覧することでマル

ウェアに感染する悪性サイトへアクセスする利用者に注意喚起を行う取組（感染防止）を引
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き続き実施する。 

(サ)経済産業省において、JPCERT/CCがインシデント対応支援活動等において解析したマルウェ

ア検体及びその解析結果について、同様の情報を有する国内外の関係機関との適切な相互共

有やインターネット定点観測情報共有システム（TSUBAME）の運用との連動等の有効活用や

その高度化を進める。 

(シ)経済産業省において、フィッシング対策協議会及びJPCERT/CCを通じてフィッシングに関す

るサイト閉鎖依頼その他の対策実施に向けた取組等を実施する。 

(ス)経済産業省において、IPAを通じ、ソフトウェア等の脆弱性に関する情報をタイムリーに発

信するサイバーセキュリティ注意喚起サービス「icat」を提供する。 

(セ)警察庁において、公衆無線LANを悪用したサイバー犯罪に対する事後追跡可能性の確保に必

要な対策について検討する。 

(ソ)総務省において、安全に無線LANを利用できる環境の整備に向けて、利用者及びアクセスポ

イント設置者において必要となるセキュリティ対策に関する検討を行うとともに、利用者及

びアクセスポイント設置者に対する周知啓発を実施する。 

(2) サイバー空間利用者の取組の促進 

(ア)内閣官房において、「新・情報セキュリティ普及啓発プログラム」に基づき、各府省庁や民

間の取組主体と協力して、サイバーセキュリティに関する普及啓発活動を推進する。特に、

「サイバーセキュリティ月間」を中心とし、シンポジウムやサイバーセキュリティカフェ等

の活動を通じ普及啓発活動を進めるとともに、児童生徒やその保護者ならびに学校の教職員

を対象とした啓発活動や、サイバー空間の脅威や対策について学ぶ機会の少ない者に対する

取組も推進する。 

(イ)警察庁及び都道府県警察において、教育機関、地方公共団体職員、インターネットの一般利

用者等を対象として、情報セキュリティに関する意識・知識の向上、サイバー犯罪による被

害の防止等を図るため、サイバー犯罪の現状や検挙事例、スマートフォン等の情報端末や

SNS等の最新の情報技術を悪用した犯罪等の身近な脅威等について、ウェブサイトへの掲

載、講演の全国的な実施等による広報啓発活動を実施するほか、関係省庁との連携によるス

マートフォンに関する青少年に対する有害環境対策の徹底等、スマートフォンの安全利用の

ための環境整備に向けた取組を実施する。 

(ウ)総務省において、「サイバーセキュリティ月間」に合わせて、全国でサイバーセキュリティ

関連セミナーを実施するとともに、総務省「国民のための情報セキュリティサイト」を通じ

て最新のセキュリティトピックに関する普及啓発を実施する。 

(エ)総務省、法務省及び経済産業省において、電子署名の利活用に関するセミナーの開催及びHP

を活用した電子署名の利活用策に関する情報提供を行うことで、国民による安全なサイバー

空間の利用をサポートするとともに、認定認証事業者に対する説明会の開催、民間事業者等

からの電子署名に関する相談対応等を行うことで、企業における電子署名の利活用の普及促

進策を検討・実施する。 

(オ)総務省において、文部科学省と協力し、青少年やその保護者のインターネットリテラシー向
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上を図るため、多くの青少年が初めてスマートフォン等を手にする春の卒業・進学・新入学

の時期に特に重点を置き、関係府省庁と協力して啓発活動を集中的に展開する「春のあんし

んネット・新学期一斉行動」の実施や「e-ネットキャラバン」等の青少年や保護者等に向け

た啓発講座の実施等、関係者と連携して周知啓発のための取組を行う。 

(カ)文部科学省において、児童生徒への指導に役立つ教員用動画教材及び指導手引書や子供たち

がインターネット上で遭遇する課題について保護者向けの普及啓発教材を作成・普及する。 

(キ)文部科学省において、全国の学校へ配布する普及啓発資料の作成や、フォーラム（東京で１

回）、ネットモラルキャラバン隊（全国７カ所）を通じ、スマートフォン等によるインター

ネット上のマナーや家庭でのルールづくりの重要性の普及啓発を実施する。 

(ク)経済産業省において、個人情報も含む情報漏えい対策に取り組むため、IPAを通じ、ファイ

ル共有ソフトによる情報漏えいを防止する等の機能を有する「情報漏えい対策ツール」を一

般国民に提供する。 

(ケ)経済産業省において、各府省庁と協力し、情報モラル/セキュリティの大切さを児童・生徒

が自身で考えるきっかけとなるように、IPA主催の標語・ポスター・４コマ漫画等の募集及

び入選作品公表を行い、国内の若年層における情報モラル/セキュリティ意識の醸成と向上

を図る。 

(コ)内閣官房において、関係省庁と協力し、関係府省庁が既に設置している情報セキュリティに

関する相談窓口について、国民・利用者の視点に立ち、連携を強化するなど、相談体制を充

実させる。 

(サ)内閣官房において、産学官民が協議会等の形で連携し、主体的に普及啓発活動を行う動きが

地域レベルでも促進されるよう、「情報セキュリティ社会推進協議会」等を活用しつつ必要

な取組について検討を進める。 

(シ)経済産業省において、IPAを通じ、各府省庁と協力し、家庭や学校からインターネットを利

用する一般の利用者を対象として情報セキュリティに関する啓発を行う安全教室について、

全国各地の関係団体と連携し引き続き開催していく。 

(ス)経済産業省において、IPAを通じ、広く企業及び国民一般に情報セキュリティ対策を普及す

るため、地域で開催されるセミナーや各種イベントへの出展、普及啓発資料の配布、セキュ

リティプレゼンター制度の運用などにより情報の周知を行い、セキュリティ啓発サイトや各

種ツール類を用いて、対策情報の提供を行う。 

(セ)総務省において、関係機関と協力のうえ、地方公共団体職員がICT-BCP策定の必要性と基本

事項を理解・習得することを支援するため、ICT-BCP策定セミナーを実施する。また、情報

セキュリティ対策について習得することを支援するため、情報セキュリティ監査セミナー、

情報セキュリティマネジメントセミナーを集合研修で、その他情報セキュリティ関連研修を

eラーニングで実施する。 

(ソ)総務省において、関係機関と協力のうえ、情報セキュリティ対策の取組事例の収集、情報セ

キュリティ事故情報の収集・分析の充実を図り、総合行政ネットワーク（LGWAN）内のポー

タルサイトに、情報セキュリティに関する解説等を提供するなど、その運営を支援し、更な

る利用を促進する。また、地方公共団体における緊急時の対応について、マニュアルを提供
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する等支援する。 

(タ)総務省において、関係機関と協力のうえ、公開サーバやネットワーク機器等における脆弱性

診断、Web感染型マルウェアによる改ざん検知を地方公共団体に対して実施する。また、脆

弱性対策の知識向上を目的に実技形式の講習会等を全国２カ所で開催する。 

(チ)総務省において、実践的な防御演習（CYDER）を、ものづくりの源泉としてサプライチェー

ンの一端を担う中小企業にも積極展開し、標的型攻撃への対処能力の向上を図る。 

(ツ)経済産業省において、IPAを通じ、中小企業における情報セキュリティ教育担当者や中小企

業を指導する立場にある者等を対象とした「中小企業情報セキュリティ講習講師養成セミナ

ー（仮称）」を実施するとともに、中小企業団体等との連携により、当該団体等が主催する

情報セキュリティ対策セミナーに協力する取組を実施することで、中小企業のセキュリティ

レベルの向上、IPA等の作成する啓発資料や情報セキュリティ対策支援サイト「iSupport」

等のツール等の利用促進等を図る。 

(テ)経済産業省において、IPA、JPCERT/CCを通じて、情報漏えいの新たな手法や手口の情報収集

に努め、一般国民や中小企業等に対し、ウェブサイトやメーリングリスト等を通じて対策情

報等、必要な情報提供を行う。 

(ト)経済産業省において、IPAを通じ、「情報セキュリティ安心相談窓口」、さらに、高度なサイ

バー攻撃を受けた際の「標的型サイバー攻撃の相談窓口」を通じ、サイバーセキュリティ対

策の相談を受け付ける体制を充実させ、一般国民や中小企業等の十分な対策を講じることが

困難な組織の取り組みを支援する。 

(ナ)経済産業省において、IPAを通じて、サイバーセキュリティに関する現状把握及び対策を実

施する際の参考となる最新の動向の収集・分析・報告書の公表等により、サイバー空間利用

者への啓発を推進する。 

(3) サイバー犯罪への対策 

(ア)警察庁において、新たな手口の不正アクセスや不正プログラム（スマートフォン等を狙った

ものを含む。）の悪用等急速に悪質巧妙化するサイバー犯罪の取締りを推進するため、サイ

バー犯罪捜査に従事する全国の警察職員に対する部内研修及び民間企業への講義委託の積極

的な実施、官民人事交流の推進、技術的に高度な民間資格の活用等、サイバー犯罪への対処

態勢を強化する。 

(イ)警察庁において、サイバー空間の脅威に対処するため、日本版NCFTAである一般財団法人日

本サイバー犯罪対策センター（JC3）や、各都道府県警察と関係事業者から成る各種協議会

等を通じた産学官連携を促進するとともに、総合セキュリティ対策会議等において官民連携

による取組を推進する。 

(ウ)警察庁、総務省及び経済産業省において、不正アクセス行為の禁止等に関する法律に基づ

き、不正アクセス行為、フィッシング行為、他人の識別符号を不正に取得・保管する行為等

の取締りを強化するとともに、事業者団体に対する不正アクセス行為の手口に関する最新情

報の提供や、不正アクセス行為の発生状況及びアクセス制御機能に関する研究開発の状況の

公表等を通じ、不正アクセス行為からの防御に関する啓発及び知識の普及を図るなど、官民

連携した不正アクセス防止対策を更に推進する。 
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(エ)警察庁において、サイバー空間におけるボランティア活動の促進を図るため、サイバー防犯

ボランティアの結成を促すとともに活動の支援を強化することにより、安全で安心なインタ

ーネット空間の醸成に向けた取組を推進する。 

(オ)警察庁において、スマートフォン利用者等を狙ったサイバー犯罪に関し、情報セキュリティ

関連事業者等との連携強化による情報集約等に努め、取締りの強化を図る。また、取締りに

より判明した実態等を踏まえ、一般利用者等の情報セキュリティ対策の向上に資する情報発

信等を推進する。 

(カ)警察庁において、警察大学校サイバーセキュリティ研究・研修センターを通じ、サイバー犯

罪等の取締りのための情報技術の解析に関する研究及びサイバー犯罪等の取締りに必要な専

門的知識・技術に関する研修を実施する。 

(キ)経済産業省において、フィッシング詐欺被害の抑制のため、フィッシング対策協議会を通じ

て、海外、特に米国を中心として大きな被害を生んでいるフィッシング詐欺に関する事例情

報、技術情報の収集及び提供を行う。 

(ク)警察庁において、多様化・複雑化するサイバー犯罪に適切に対処するため、高度情報技術解

析センターを中心に不正プログラムの効率的な解析を推進するとともに、サイバー犯罪捜査

に従事する警察職員に対する研修の実施、資機材の増強、関係機関との協力等を通じ、デジ

タルフォレンジックに係る体制を強化する。 

(ケ)法務省において、検察官及び検察事務官が、複雑・巧妙化するサイバー犯罪に適切に対処す

るため、捜査上必要とされる知識と技能を習得できる研修を全国規模で実施し、捜査能力の

充実を図る。 

(コ)検察当局及び都道府県警察において、サイバー犯罪に適切に対処するとともにサイバー犯罪

に関する条約を締結するための「情報処理の高度化等に対処するための刑法等の一部を改正

する法律」（サイバー刑法）が施行されたことを踏まえ、その適正な運用を実施する。 

(サ)警察庁及び総務省において、安全・安心なサイバー空間を構築するため、通信履歴等に関す

るログの保存の在り方については、「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドラ

イン」の解説の改正を踏まえ、関係事業者における適切な取組を推進するなど必要な対応を

行う。 

2.2. 重要インフラを守るための取組 

(ア)内閣官房及び重要インフラ所管省庁等において、「重要インフラの情報セキュリティ対策に

係る第３次行動計画」に基づき、安全基準等の整備及び浸透、情報共有体制の強化、障害対

応体制の強化、リスクマネジメント、防護基盤の強化の５つの施策を実施する。また、本年

度内を目途に、更なるセキュリティ強化等の具体的内容について取りまとめる。 

(イ)内閣官房において、各重要インフラ分野における安全基準等について、強制基準やガイドラ

イン等の体系を明らかにする調査を実施する。その調査結果を踏まえ、安全基準等の体系を

明示した調査項目を加えた安全基準等の改善状況調査を実施し、課題の抽出を行う。 

(ウ)総務省において、重要インフラにおけるサービスの持続的な提供に向け、重要無線通信妨害

事案の発生時の対応強化のため、申告受付の夜間・休日の全国一元化を継続して実施すると
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ともに、妨害原因の排除を迅速に実施する。また、重要無線通信への妨害を未然に防ぐため

の周知啓発を実施するほか、必要な電波監視施設の整備、電波監視技術に関する調査研究を

実施する。 

(エ)総務省において、ネットワークIP化の進展に対応して、ICTサービスのより安定的な提供を

図るため、電気通信に関する事故の発生状況等の分析・評価等を行い、その結果を公表す

る。また、事故再発防止のため、「情報通信ネットワーク安全・信頼性基準」等の見直しの

必要性について検討する。 

(オ)情報共有体制その他の重要インフラ防護体制を実効性のあるものにするため、官民の枠を超

えた関係者間での演習・訓練を次のとおり実施する。 

 内閣官房において、重要インフラ事業者等の障害対応能力の向上を図るため、重要インフ

ラ分野や所管省庁等が横断的に参加する演習を実施する。 

 総務省において、重要インフラにおける標的型攻撃への対処能力を向上させ、重要インフ

ラの持続的なサービス提供に向けた実践的な防御演習（CYDER）を実施する。 

 経済産業省において、CSSCを通じて、重要インフラ等企業における標的型攻撃に対する対

応能力を向上させるため、模擬システムを活用した実践的なサイバー演習を実施する。 

 

(1) 重要インフラ防護の範囲等の不断の見直し 

(ア)内閣官房において、重要インフラ所管省庁等との連携の下、2020年の東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会をテストケースとして、情報システムの障害が当該大会の開催に重大

な影響を与えるサービス、それを提供する事業者及びその分野の候補を選定すると共に、所

管省庁や事業者が行うリスク評価を支援するための手順を整備する。前記取組により得られ

た知見も活用し、新たな重要インフラ分野や事業者の候補を選定する。 

(イ)内閣官房において、重要インフラ所管省庁の協力の下、第３次行動計画に基づく施策を、中

小事業者へ拡大すると共に、取組を拡大する対象として、重要インフラ事業者等が提供する

サービスに間接的に関わる外部委託先や主要関係先の洗い出しを行う。 

(ウ)内閣官房において、重要インフラ分野以外の民間企業をサイバー攻撃から保護するために、

既存の重要インフラ分野いかんに関わらず情報共有等の取組の対象とすべき企業の範囲につ

いて検討を行う。 

(2) 効果的かつ迅速な情報共有の実現 

(ア)内閣官房において、重要インフラ所管省庁の協力の下、サイバー攻撃に対するより効果的な

情報を迅速に共有するための在り方を検討すると共に、小規模な障害情報や予兆情報（ヒヤ

リハット等）の情報共有について政府機関内での連携強化を図る。 

(イ)経済産業省において、官民における最新の脅威情報やインシデント情報等の共有のため、

IPAが情報ハブとなり実施している「サイバー情報共有イニシアティブ」（J-CSIP）について

参加組織の拡大、共有情報の充実を行う。また、重要インフラ事業者等における信頼性・安

全性向上の取組を支援するため、IPAを通じ、障害事例や提供情報の分析結果等を重要イン

フラ事業者等へ提供する。 

(ウ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じ、重要インフラ事業者等からの依頼に応じ、国際的

なCSIRT間連携の枠組みも利用しながら、攻撃元の国に対する調整等の情報セキュリティイ
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ンシデントへの対応支援や、攻撃手法の解析の支援を行う。また、重要インフラ事業者等に

おいて対策が必要となる可能性のある脅威情報及びその対策に関する情報を、事前の合意に

基づき、早期警戒情報として、JPCERT/CCから重要インフラ事業者等へ提供する。 

(エ)内閣官房において、情報セキュリティ関係機関と協力関係を構築・強化していくと共に、得

られた情報を適切に重要インフラ事業者等に情報提供する。 

(オ)総務省において、標的型攻撃に関する情報の収集・分析能力の向上に向け、官公庁・大企業

のLAN環境を模擬した実証環境を用いて標的型攻撃の解析を実施する。また、サイバー攻撃

に関する情報を収集・分析・共有するための基盤となるプラットフォームの整備・構築に向

けた検討を行う。 

(カ)警察庁において、サイバー攻撃を受けたコンピュータや不正プログラムの分析、関係省庁と

の情報共有等を通じて、サイバー攻撃事案の攻撃者や手口の実態解明に係る情報収集・分析

を継続的に実施する。また、都道府県警察において、サイバー攻撃特別捜査隊を中心とし

て、サイバー攻撃に関する情報の収集及び整理並びに犯罪の予防及び捜査を推進するととも

に、重要インフラ事業者等の意向を尊重し、以下の取組を実施することにより、緊急対処能

力の向上を図る。 

 重要インフラ事業者等への個別訪問を行い、各事業者等の特性に応じた情報提供を行う。 

 事案発生を想定した共同対処訓練を実施する。 

 サイバーテロ対策協議会を通じて、参加事業者間の情報共有を実施する。 

 

(3) 各分野の個別事情への支援 

(ア)内閣官房において、サイバーセキュリティ基本法等に基づいて、地方公共団体に対して情報

の提供など、地方公共団体におけるサイバーセキュリティの確保のために必要とされる協力

を行う。 

(イ)内閣官房及び総務省において、総合行政ネットワーク（LGWAN）について集中的にセキュリ

ティ監視を行う機能を設けるなどして、GSOCとの情報連携を通じた、国・地方全体を俯瞰し

た監視・検知体制を整備するとともに、地方公共団体のセキュリティ対策に関する支援の強

化を図ること等により、マイナンバー制度を含めたセキュリティ確保を徹底する。また、情

報提供ネットワークシステム等のマイナンバー関係システムについて、インターネットから

独立する等の高いセキュリティ対策が講じられたものとなるよう、管理・監督・支援等を行

う。加えて、特定個人情報保護委員会において、関係省庁等と連携しつつ、特定個人情報の

適正な取扱いに関するガイドラインの遵守、特定個人情報に係るセキュリティの確保を図る

ため、専門的・技術的知見を有する体制を立ち上げるとともに、監視・監督方針を速やかに

策定するなど、本年度中を目途に、監視・監督体制を整備する。 

(ウ)内閣官房において、マイナンバー制度の下で認証連携を行うに当たって、利便性の向上とセ

キュリティの確保がバランスの取れたものとなるよう、政府内及び官民での認証連携につい

て、多要素認証等の認証方式や連携条件についての検討を行い、本年中を目途に取組方針を

策定する。 

(エ)内閣官房において、我が国で使用される制御系機器・システムに関する脆弱性情報やサイバ

ー攻撃情報などの有益な情報について、非制御系の情報共有体制と整合性のとれた情報共有

体制により、収集・分析・展開していく。また、経済産業省において、経済産業省告示に基

づき、IPAとJPCERT/CCにより運用され、制御システムの脆弱性情報の届出も受け付ける「脆
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弱性関連情報届出受付制度」を運用する。 

(オ)経済産業省において、重要インフラの制御系の情報セキュリティ対策のため、CSSCを通じ

て、セキュリティ対策に関する知見を収集し、それに基づいたセミナー及びより実践的な演

習を実施する。 

(カ)経済産業省において、CSSCが実施する制御機器のセキュリティ評価・認証の利用促進を図る

とともに、制御システム全体のセキュリティに関する評価・認証制度の構築を行う。また、

制御システムのセキュリティマネジメントシステム適合性評価スキームの普及について、

JIPDEC等関係機関に対して支援を行う。さらに、CSSCの制御システムセキュリティテストベ

ッド施設を利用した研究開発成果の展開を図り、その成果を用いて制御システムセキュリテ

ィに係る国際標準化の推進を図るとともに、それに基づいた国際的な相互承認制度の拡大を

推進する。 

2.3. 政府機関を守るための取組 

(ア)内閣官房において、新たに直面した脅威・課題への対応について、政府統一基準を始めとし

た規程に適時反映するため、政府統一基準等の次期改定に向けた検討を順次進める。 

(1) 攻撃を前提とした情報システムの防御力の強化・多層的な対策の推進 

(ア)内閣官房において、政府機関情報セキュリティ横断監視・即応調整チーム（GSOC）により、

政府機関情報システムのサイバー攻撃等に関する情報を24時間365日収集・分析し、政府機

関等に対する新たなサイバー攻撃の傾向や情勢等について、分析結果を各政府機関等に対し

て適宜提供する。また、諸外国におけるSOC事例の調査を行い、その結果を踏まえ、GSOCが

有するべき機能、政府機関等の連携体制等について、検討を行う。 

(イ)内閣官房において、サイバー攻撃への対処に関する政府機関全体としての体制を強化するた

め、GSOC、CYMAT、各府省庁CSIRT等の要員による情報共有及び連携の促進に資するコミュニ

ティを形成する。 

(ウ)内閣官房において、政府機関における情報システムの企画・設計段階からセキュリティの確

保を盛り込むための取組（セキュリティ・バイ・デザイン）を推進するため、サプライチェ

ーン・リスクへの対応を含むセキュリティ・バイ・デザインの観点から情報システムの調達

仕様書に確実に記載すべき事項について、各府省庁における事例を調査し、各府省庁と共有

する。また、情勢変化に応じた運用中の情報システムにおける対策の迅速・柔軟な見直しの

在り方について検討を行う。さらに、それらについて、政府機関全体として取り組むべき事

項が把握された際には、政府統一基準を始めとした規程への反映に向けた検討を行う。 

(エ)経済産業省において、政府調達等におけるセキュリティの確保に資するため、IPAを通じ、

「IT製品の調達におけるセキュリティ要件リスト」の記載内容（製品分野、製品に対する脅

威、脅威に対する要件としてのプロテクション・プロファイルなど）の見直しを行うととも

に、政府機関の調達担当者等に対し、最新のプロテクション・プロファイル（翻訳版）を含

む情報の提供や普及啓発を行う。 

(オ)経済産業省において、IPAを通じ、JISEC（ITセキュリティ評価及び認証制度）の利用者の視

点に立った評価・認証手続の改善、積極的な広報活動等を実施するとともに、政府調達を推

進するため、調達関係者に対する勉強会やヒアリングを実施するとともに必要に応じて見直
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しを実施する。 

(カ)経済産業省において、安全性の高い暗号モジュールの政府機関における利用を推進するため

IPAの運用する暗号モジュール試験及び認証制度（JCMVP）の普及を図る。 

(キ)内閣官房において、各府省庁の情報システムにおける対策の実施状況の点検・改善を行うた

め、ペネトレーションテストを実施することにより、攻撃者が用いる手法で実際に侵入でき

るかどうかの観点から防御策の状況を検証し、改善のための必要な助言等を行う。 

(ク)内閣官房において、各府省庁の情報システムにおける対策の実施状況の点検・改善を行うた

め、公開された脆弱性等への対応やサイバー攻撃に係る対策の実施状況を調査し、各府省庁

と共有するとともに、調査結果に応じて、政府統一基準を始めとした規程への反映や改善に

向けた取組について検討を行う。 

(ケ)総務省において、システムのログに基づいて標的型攻撃を検知し、被害を未然に防止等する

ための防御モデルの検討を行う。 

(コ)内閣官房において、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会も念頭に置きつつ、

インシデント発生時の情報提供の迅速化・高度化に資するGSOCシステムの検知・解析機能を

始めとした機能強化、GSOCセンサーの増強、設置対象の法人等の段階的追加を含む監視対象

の拡大を行うための具体的方策の検討を行う。 

(サ)内閣官房において、各府省庁におけるサイバー攻撃に係る事態の把握・対処機能の強化を図

るため、情報システムにおけるログの取得や活用の在り方について、サイバー攻撃を受けた

際の影響範囲の特定、原因究明等の観点から検討を行う。 

(シ)内閣官房において、各府省庁におけるサイバー攻撃に係る事態の把握・対処機能及び要員間

の連携の強化を図るため、各府省庁のCSIRT体制やインシデント対処に係る現状の課題等に

ついて、CISOを始めとした幹部による指揮の下での組織的対処の観点も含めて調査し、各府

省庁と共有するとともに、調査結果に応じて、要員のキャリアパスの構築等にも配慮しつ

つ、CSIRTの体制の拡充や実効性の向上に取り組むとともに、政府統一基準を始めとした規

程への反映について検討を行う。また、調査結果については、各府省庁と共有を図る。 

(ス)政府機関におけるサイバー攻撃に係る対処要員の能力及び連携の強化を図るため、以下の訓

練・演習を実施する。 

 内閣官房において、各府省庁における対処要員を対象として、サイバー攻撃発生時におけ

るCISOを始めとした幹部による指揮の下での迅速かつ適切なインシデントへの組織的対処

及び確実な連携（独立行政法人等を所管する部局との連携等を含む。）の実現を目指し、イ

ンシデント・ハンドリングを中心として近年のサイバー攻撃動向を踏まえた訓練を平素か

ら実施する。 

 内閣官房において、サイバー攻撃等により発生した支援対象機関等の情報システム障害又

はその発生が予想される場合等、政府一体となった対応が必要となる情報セキュリティイ

ンシデントに対応できる人材を養成・維持するため、情報セキュリティ緊急支援チーム

（CYMAT）要員等に対する訓練等を技術的事項の習得に重点を置いて実施する。 

 総務省において、政府機関における標的型攻撃への対処能力の向上に向け、新たなシナリ

オによる実践的な防御演習（CYDER）を実施する。 

 
(セ)内閣官房において、政府職員のインシデント・ハンドリング能力等を向上させていくため、
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2014年度に初めて開催したサイバー攻撃対処能力を競うNATIONAL 318(CYBER) EKIDENを、さ

らに発展させていくべく取り組む。 

(ソ)内閣官房において、各府省庁におけるサイバー攻撃に係る事態の把握・対処機能の強化を図

るため、各府省庁のCSIRT等が、サイバー攻撃発生時に外部の専門家等による必要な支援を

より迅速に得られるようにするための体制・制度の構築に取り組むとともに、政府統一基準

を始めとした規程への反映に向けた検討を行う。 

(タ)内閣官房において、GSOCシステム等による監視効率の向上等によりリスクを低減させるた

め、業務効率にも留意しつつ、各府省庁の情報システムの集約化に合わせたインターネット

接続口の早急な集約化を行うことによる攻撃リスクの低減等を含む政府機関等の対策方針を

早急に取りまとめるとともに、政府統一基準を始めとした規程への反映に向けた検討を行

う。 

(チ)内閣官房において、サイバーセキュリティ基本法に基づく重大インシデント等に係る原因究

明調査を適切に始動させるため、フォレンジック調査に当たる職員の技術力の向上に引き続

き取り組むとともに、民間事業者の知見を活用するための方策を講じる。 

(ツ)内閣官房において、「高度サイバー攻撃対処のためのリスク評価等のガイドライン」の運用

等を通じて標的型攻撃に対する多重防御の取組の加速を図るとともに、個人情報や機微な情

報を始めとした機密性・完全性の高い情報に焦点を当てた政府機関における情報管理の更な

る強化に向けて、取り扱う情報の性質や量に応じた情報システムの分離、機密性・完全性の

高い情報を管理するデータベースに対する不正なアクセス等による情報漏えいや改ざん等へ

の対策について政府統一基準を始めとした規程への反映に向けた検討を行う。 

(テ)内閣官房において、リスク評価に基づく重点的な対策実施を推進するとともに、リスクや影

響度に応じたインシデント対処や情報システムの対策強化に関する優先度の評価方法につい

て、その在り方に関する検討を行う。 

(2) しなやかな組織的対応能力の強化 

(ア)内閣官房において、政府機関における政府統一基準群等に基づく施策の取組状況について、

セキュリティ対策を強化するための体制等が有効に機能しているかとの観点を中心とした検

証を通じて、自律的なセキュリティ水準の向上を促す仕組みを確立するため、点検を目的と

した従来の施策等の統合も視野に入れた監査制度を設計するとともに、当該制度の有効性の

検証を目的として、試行的な監査を実施する。試行的な監査については、各府省庁が実施し

ているセキュリティ監査の評価を監査テーマとして実施するとともに、次年度以降の本格的

な監査制度の運用に資することを考慮し、各府省庁のサイバーセキュリティ対策及びその維

持改善体制の整備及び運用状況に係る現状を把握し、改善に資する対応策について助言等を

行う。また、独立行政法人や、府省庁と一体となり公的業務を行う特殊法人等を内閣官房が

実施する監査及び原因究明調査の対象とすることを検討した上で、当該法人の業務等の性質

やセキュリティ対策の緊急性等に応じて監査等を実施する。さらに、当該法人を所管する府

省庁と協力し、当該法人に対する監査等の在り方について検討を行う。 

(イ)内閣官房において、リスク評価に基づく組織的な情報システムの対策・管理を推進するた

め、情報システムにおけるリスク対処方針、対策水準、事態の緊急度に応じた意思決定プロ

セス等を情報システムのユーザー側と管理側との双方の合意に基づき、CIO補佐官や最高情

報セキュリティアドバイザー等の外部から起用する人材の積極的な活用を図りつつ、組織的
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に設定する制度について、その在り方に関する検討を行う。 

(ウ)内閣官房において、政府機関における共通的な課題や未知の脅威等の顕在化に備えた対応に

関するプラクティスの共有や意見交換を促進するためのコミュニティを形成する。 

(エ)内閣官房において、各府省庁におけるけん引役となるセキュリティ人材の育成に資するた

め、各府省庁のセキュリティ担当者に加え、幹部職員や独立行政法人を所管する部局の担当

者を対象に、昨今のサイバーセキュリティの動向や課題等に応じたテーマによる勉強会等を

平素から開催する。また、各府省庁におけるサイバーセキュリティに関する職員教育を推進

するため、教育資料のひな形の提供等による支援を行う。 

(オ)内閣官房において、各府省庁による新規採用時のサイバーセキュリティに関する職員教育を

支援するため、資料のひな形の提供等を行うとともに、人事院と協力し、政府職員の採用時

の合同研修にサイバーセキュリティに関する事項を盛り込むことによる教育機会の付与に取

り組む。 

(3) 技術の進歩や業務遂行形態の変化への対応 

(ア)内閣官房において、新たなIT製品・サービスの普及等に伴う政府統一的な対策の必要性を検

討するため、各府省庁におけるクラウドサービス等の利用や対策の状況について調査すると

ともに、各府省庁と共有する。 

(イ)内閣官房において、ITを活用した政府機関全体としての行政事務について、関係機関と連携

し、サイバーセキュリティの確保が前提となった遂行形態の実現を図る。 

(4) 監視対象の拡大等による総合的な対策強化 

(ア)内閣官房において、独立行政法人や、府省庁と一体となり公的業務を行う特殊法人等におけ

る政府機関の取組を踏まえた取組を総合的に強化するため、当該法人を所管する府省庁と協

力し、当該法人における対策の実施状況を確認し、当該法人の対策強化を図る。また、当該

法人において統一的に取り組むべき事項が把握された際には、当該法人の性質等を踏まえつ

つ、政府統一基準を始めとした規程への反映に向けた検討を行う。 
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3. 国際社会の平和・安定及び我が国の安全保障 

3.1. 我が国の安全の確保 

(ア)防衛省において、高度なサイバー攻撃からの防護を目的として、国内外におけるサイバー攻

撃関連情報を収集・分析する体制の確立及び強化を実施するとともに、必要な機材の整備を

行う。 

(イ)内閣官房において、国民の生命等に重大な被害が生じ、若しくは生じるおそれのあるサイバ

ー攻撃事態又はその可能性のある事態（大規模サイバー攻撃事態等）発生時における政府の

初動対処態勢の整備及び対処要員の能力の強化を図るため、関係府省庁等と連携した初動対

処訓練を実施する。 

(1) 対処機関の能力強化 

(ア)内閣官房において、「カウンターインテリジェンス機能の強化に関する基本方針」に基づ

き、各府省庁と協力し、サイバー空間におけるカウンターインテリジェンスに関する情報の

集約・分析を行い各府省との共有化を図る。また、政府機関が保有する機密情報が保護され

るよう適切な措置を実施する。 

(イ)警察庁及び法務省において、サイバーインテリジェンス対策に資する取組を実施する。 

(ウ)警察庁において、サイバー攻撃対策に係る体制等を強化するため、サイバー空間に関する観

測機能の強化を図るとともに、サイバーフォースセンターの技術力の向上等を図る。また、

サイバーテロ対策の強化のため、大規模産業型制御システムに対するサイバー攻撃対策に係

る訓練を実施する。 

(エ)防衛省において、対処機関としてのサイバー攻撃対処能力向上のため、サイバー防護分析装

置、サイバー情報収集装置、各自衛隊の防護システムの機能の拡充を図るとともに、多様な

事態において指揮命令の迅速かつ確実な伝達を確保するため、防衛省情報通信基盤（DII）

のクローズ系及びネットワーク監視器材へ常続監視等を強化するための最新技術を適用して

いく。 

(オ)防衛省において、サイバー攻撃時においても、被害の拡大防止等対処能力を向上し継続的な

部隊運用を確保するため、指揮系システムに係るサイバー演習環境の構築技術に関する研究

の実施及び当該成果を踏まえて演習環境の構築を行う。また、将来の技術動向等を踏まえた

サイバー攻撃対処能力の向上を目的として、相手方のサイバー空間の利用を妨げる能力に関

する調査研究を行い、攻撃・防御機能及び統裁・評価機能等を備えた演習環境を整備する。 

(カ)防衛省において、サイバー攻撃生起時における重要通信の優先的な経路確保を可能とするた

めの最新技術の取得に向けた調査研究を実施する。 

(キ)防衛省において、実践的な教育を実施し、巧妙化するサイバー攻撃に適切に対応していくた

め、体験学習型の手法を用いたeラーニングコンテンツに関する調査研究を実施するととも

に、国内外の大学院等への留学等も引き続き行い、人材育成への取り組みを実施する。 

(2) 我が国の先端技術の活用・防護 
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(ア)防衛省において、更なるサイバーセキュリティの確保を目的として、防衛省において調達す

る情報システムに使用される、部品等のトレーサビリティ（製造元の追跡）に関する調査研

究を行う。 

(イ)経済産業省において、我が国の先端技術の活用・防護を図るため、CSSCを通じて、システム

の挙動を解析し、サイバー攻撃を検知する技術開発や、ホワイトリスト技術に関する研究を

行う。 

(3) 政府機関・社会システムの防護 

(ア)防衛省において、防衛省と防衛産業との間におけるサイバー攻撃対処のための具体的・実効

的連携要領の確立等に向けた取組を実施する。また、任務保証の観点から、任務遂行上依存

する部外インフラへのサイバー攻撃の影響に関する知見を向上し、関係主体との連携を深化

させていく。 

3.2. 国際社会の平和・安定 

(ア)総務省において、近年、被害が拡大しているサイバー攻撃（DDoS攻撃等、マルウェアの感染

活動）に対処し、我が国におけるサイバー攻撃のリスクを軽減するため、国内外のISP、大

学等との協力によりサイバー攻撃、マルウェア等に関する情報を収集するセンサーを設置

し、諸外国と連携してサイバー攻撃の予兆を検知し迅速に対応することを可能とする技術に

ついて、その研究開発及び実証実験を実施する。本件技術開発にあたり、欧米、ASEAN諸国

等との連携を進める。 

(イ)経済産業省において、アジア太平洋地域等を対象としたインターネット定点観測情報共有シ

ステム（TSUBAME）に関し、運用主体のJPCERT/CCと各参加国関係機関等との間での共同解析

やマルウェア解析連携との連動等の取組を進める。また、アジア太平洋地域以外への観測点

の拡大を進める。 

(1) サイバー空間における国際的な法の支配の確立 

(ア)内閣官房、警察庁、総務省、外務省、経済産業省、防衛省において、各二国間協議や国連サ

イバーGGE、APEC、OECD会合等の多国間協議に参画し、我が国の意見表明や情報発信に努

め、サイバー空間における国際法の適用や国際的なルール・規範作り等に積極的に関与し、

それらに我が国の意向を反映させる。 

(イ)外務省において、我が国が2012年７月にサイバー犯罪条約を締結し、同年11月から我が国に

ついて同条約の効力が生じたことを受け、引き続きアジア地域初の締約国として同条約の普

及等に積極的に参画する。 

(ウ)警察庁及び法務省において、容易に国境を越えるサイバー犯罪に効果的に対処するため、原

則として共助を義務的なものとする日・米、日・韓、日・中、日・香港、日・EU、日・露間

の刑事共助条約・協定及びサイバー犯罪条約の発効を受け、これらの条約・協定の下で、中

央当局を設置し、外交ルートを経由せずに直接中央当局間で共助実施のための連絡を行うこ

とで共助の迅速化を図る。今後は、更なる刑事共助条約の締結について検討していく。 

(エ)警察庁において、迅速かつ効果的な捜査共助等の法執行機関間における国際連携の強化を目

的とし、我が国のサイバー犯罪情勢に関係の深い国々の各法執行機関と効果的な情報交換を
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実施するとともに、G7/G8、ICPO等のサイバー犯罪対策に係る国際的な枠組みへの積極的な

参加、アジア大洋州地域サイバー犯罪捜査技術会議の主催等を通じた多国間における協力関

係の構築を推進する。また、外国法執行機関との連携を強化するため、職員を派遣する。さ

らに、証拠の収集等のため外国法執行機関からの協力を得る必要がある場合について、外国

の法執行機関に対して積極的に捜査共助を要請し、的確に国際捜査を推進する。 

(2) 国際的な信頼醸成措置 

(ア)内閣官房、外務省及び関係府省庁において、サイバー攻撃を発端とした不測事態の発生を未

然に防止するため、国連の場を活用したルール作りに携わるとともに、二国間協議等を通じ

て、脅威認識やサイバーセキュリティ戦略等の政策について共有し、国際的な連絡体制等を

平素から構築する。これらの取組に当たっては、内閣サイバーセキュリティセンターをサイ

バーセキュリティに関する我が国の国際的な窓口（コンタクトポイント）とし、外務省及び

関係府省庁と共同して対外的な情報発信を強化すると共に、把握したサイバーセキュリティ

に関する情報を国内の関係機関と共有する。 

(イ)内閣官房及び関係府省庁において、各二国間協議やIWWN等のサイバー空間に関する多国間の

国際会議等に参画し、それぞれの取り組みにおいてインシデント対応演習や机上演習等を通

じて、各国との情報共有や国際連携、信頼醸成を推進し、インシデント発生時の国外との情

報連絡体制を整備する。 

(ウ)経済産業省において、JPCERT/CCを通じて、インシデント対応調整や脅威情報の共有に係る

CSIRT間連携の窓口を運営するとともに、各国の窓口チームとの間のMOU/NDAに基づく継続的

な連携関係の維持を図り、迅速かつ効果的なインシデントへの対処を継続する。また、

JPCERT/CCのFIRST、IWWNやAPCERTにおける活動、及びアジア太平洋地域におけるインシデン

ト対応演習等の活動等を通じた各国CSIRTとJPCERT/CCとのインシデント対応に関する連携を

行う。 

(3) サイバー空間を悪用した国際テロ組織の活動への対策 

(ア)内閣官房において、サイバー空間における国際テロ組織の活動等に関する情報の収集・分析

の強化等により、全体として、テロの未然防止に向けた多角的かつ隙の無い情報収集・分析

を推進するとともに、関連情報の内閣情報官の下での集約・共有を強化する。 

(イ)警察庁及び法務省において、国際テロ組織等によるサイバー攻撃への対策を強化するため、

サイバー空間における攻撃の予兆等の早期把握を可能とする態勢を拡充し、人的情報収集や

オープンソースの情報を幅広く収集する等により、攻撃主体・方法等に関する情報収集・分

析を強化する。 

(4) サイバー分野における能力構築（キャパシティビルディング）への協力 

(ア)経済産業省において、JPCERT/CCを通じ、アジア太平洋地域、アフリカ等において、各国に

おける対外・対内調整を担うCSIRTの構築及び運用、連携の支援を行う。JPCERT/CCの経験の

蓄積をもとに開発されたサイバー攻撃に対処するための演習ツールの提供や演習実施を行

う。また、アジア太平洋地域等我が国企業の事業活動に関係の深い国や地域を念頭に、組織

内CSIRT構築セミナー等の普及・啓発、サイバー演習の実施等の活動等を行う。さらに、我

が国企業が組込みソフトウェア等の開発をアウトソーシングしている先のアジア地域の各国

を中心に、脆弱性を作りこまないコーディング手法に関する技術セミナーを実施する。 
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(イ)内閣官房、警察庁、総務省、外務省、経済産業省、防衛省、その他関係府省庁において、

ASEAN加盟国をはじめとする各国における能力構築支援に積極的に取り組む。取組に際して

は、内閣官房を中心に、政府及び関係機関が一体となって対応していく。 

 内閣官房において、日・ASEAN情報セキュリティ政策会議を通じた人材育成の取り組みや

ASEAN加盟国と連携したサイバーセキュリティに関する国際キャンペーンの取り組みを通

じて、ASEAN加盟国の能力構築に貢献する。 

 警察庁において、アジア大洋州地域サイバー犯罪捜査技術会議やJICA課題別研修（サイバ

ー犯罪対処能力向上）の開催等を通じ、アジア大洋州地域を始めとする各国における能力

構築に貢献する。 

 総務省において、APEC電気通信・情報産業大臣会合を通じて、情報通信分野に関してAPEC

域内各国・地域との間でのネットワークセキュリティ分野における意識啓発等の連携を推

進する。また、APT（アジア・太平洋電気通信共同体）における取り組みやITU-D等の取り組

みを通じて、研修やセミナーを開催することにより、諸外国に対する意識啓発に取り組む。 

 外務省において、警察庁等とも協力しつつ，第２回日・ASEANサイバー犯罪対策対話やUNODC

プロジェクトの枠組みを通じて、ASEAN加盟国のサイバー犯罪対策能力構築支援を行う。そ

の他国際機関などと連携したプロジェクトについても検討する。 

 経済産業省において、ASEAN加盟国に対し、ISMS、CSMSに関する研修・セミナー等を通じて、

日本のセキュリティマネジメントに関するノウハウを共有することで、ASEAN加盟国への能

力構築支援へ貢献する。 

 

(5) 国際的な人材育成 

(ア)内閣官房及び関係府省庁において、各国機関との連携、国際会議への参加や留学の支援、我

が国での国際会議の開催、現在国内で開催されている競技イベントを国際レベルで行うこと

等を通じ、わが国の情報セキュリティ人材が海外の優秀な技術者等と切磋琢磨しながら研鑽

を積む場を増やす。 

3.3. 世界各国との協力・連携 

(ア)防衛省において、国家の関与が疑われるような高度なサイバー攻撃に対処するため、防衛

省・自衛隊のサイバーセキュリティに係る諸外国との技術面・運用面の協力に関する企画・

立案機能を強化する。 

(イ)内閣官房、外務省及び関係府省庁において、ハイレベルの会談・協議等を通じ、サイバー空

間における我が国の利益が達成されるよう、戦略的な取組を進める。 

(ウ)内閣官房及び関係府省庁において、「サイバーセキュリティ国際キャンペーン」を実施し、

サイバーセキュリティに関する国際的なイベントの開催や各国と連携した意識啓発活動を行

うことで、幅広い範囲での国際協力体制を確立し、サイバー空間の安全を確保していく。 

(エ)内閣官房、総務省、外務省、経済産業省及び関係府省庁において、これまで二国間対話等を

実施してきた各国との枠組を継続するとともに、合意された連携を推進する。また、更なる

連携の対象を検討し、必要があれば新たな二国間対話等の立ち上げを図り、国際協力体制を

確立する。 

(オ)警察庁及び法務省において、サイバー攻撃対策を推進するため、諸外国関係機関との情報交

換等国際的な連携を通じて、攻撃主体・方法等に関する情報収集・分析を継続的に実施す

る。 
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(カ)経済産業省において、攻撃者が悪用する、グローバルに広がっている脅威や攻撃基盤等の問

題に、各国のCSIRTが連携して対応・対策を実施するために必要となる、サイバーセキュリ

ティに関する比較可能で堅牢な定量評価の仕組み（サイバーグリーン）の検討や、効率的な

対処のためのオペレーション連携を実現するための基盤構築に資する開発、運用協力体制の

検討を進める。 

(キ)経済産業省において、国際協力体制を確立するという観点より、米NIST等の各国の情報セキ

ュリティ機関との連携を通じて、情報セキュリティに関する最新情報の交換や技術共有等に

取組む。 

(ク)経済産業省において、JPCERT/CCを通じ、アジア太平洋地域、アフリカ等において、各国に

おける対外・対内調整を担うCSIRTの構築及び運用、連携の支援を行う。JPCERT/CCの経験の

蓄積をもとに開発されたサイバー攻撃に対処するための演習ツールの提供や演習実施等を行

う。また、アジア太平洋地域等我が国企業の事業活動に関係の深い国や地域を念頭に、組織

内CSIRT構築セミナー等の普及・啓発、サイバー演習の実施等の活動等を行う。さらに、我

が国企業が組込みソフトウェア等の開発をアウトソーシングしている先のアジア地域の各国

を中心に、脆弱性を作りこまないコーディング手法に関する技術セミナーを実施する。 

(ケ)内閣官房において、外国関係機関との情報交換等を緊密に行い、主要国のサイバー攻撃対処

や国家の関与が疑われるようなサイバー攻撃の動向等の情報収集・分析に努める。 

(1) アジア大洋州 

(ア)防衛省及び関係府省庁において、東南アジア各国防衛当局との間のITフォーラム等の取組を

通じ、サイバー分野での国際連携や能力構築への協力、情報の収集や発信を推進していく。 

(イ)警察庁、法務省及び外務省において、国境を越えるサイバー犯罪の脅威に対抗するため、特

にアジア太平洋地域諸国におけるサイバー犯罪対策に関する刑事司法制度の整備が進むよ

う、二国間又は多国間の枠組みを活用した技術援助活動を積極的に推進する。 

(ウ)内閣官房、総務省、外務省及び経済産業省において、日ASEAN情報セキュリティ政策会議の

枠組みを通じ、ASEAN加盟国とのサイバー分野における連携を強化する。また、ワークショ

ップの開催等を通じて、我が国とASEAN加盟国のネットワークオペレータによって培われた

知見や経験の相互共有を促進する。 

(2) 北米 

(ア)総務省において、米国とのインターネットエコノミーに関する日米政策協力対話にて一致し

た、サイバー攻撃に関するデータを共有及び研究開発の分野での協力関係の加速化という考

えに基づき、データの共有などの米国との情報共有を強化する。 

(イ)防衛省において、日米サイバー防衛政策ワーキンググループ（CDPWG）の開催等を通じて、

情報共有、訓練・人材育成、技術分野での協力において、包括的な日米サイバー防衛の連携

を深めていく。また、新たな日米防衛協力のための指針で示された方向性に基づき、自衛隊

と米軍との間における運用面のサイバー防衛協力を深化させていく。 

(ウ)内閣官房、外務省及び関係府省庁において、日米サイバー対話等の枠組みを通じ、幅広い分

野における日米協力について議論し、両国間の政策面での協調や体制及び能力の強化、イン
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シデント情報の交換等を推進し、同盟国である米国とのサイバー空間に関する幅広い連携を

強化する。 

(3) 欧州 

(ア)防衛省において、日英防衛当局間サイバー協議、日NATOサイバー防衛スタッフトークスや

NATO CCD COEにおける演習への参加等を通じ、欧州各国とのサイバー防衛協力を引き続き推

進していく。 

(イ)経済産業省において、IPAを通じ、技術的評価能力の向上に資する最新技術動向の情報収集

等を行うため、JIWG及びその傘下のJHAS、JTEMSと定期的に協議を行う。 
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4. 横断的施策 

4.1. 研究開発の推進 

(ア)内閣官房において、各省庁と協力し、「情報セキュリティ研究開発戦略（改定版）」に基づ

き、情報セキュリティの研究開発を推進する。 

(イ)総務省において、NICTを通じ、情報通信ネットワークの安全性を保証する上で、ルータ等の

ネットワーク機器に実装されている通信プロトコル等が安全性の高いものであるかを検証す

るための評価手法の確立に向けた研究開発を実施する。 

(ウ)総務省において、NICTを通じ、ネットワークの各構成要素（ノード）における最適な情報セ

キュリティ設定を自動的に導出することを目指し、利用者環境のプライバシーを保護しつつ

ネットワーク全体におけるリスク評価・検証技術の研究開発を実施する。 

(エ)総務省において、NICTを通じ、2020年頃の実現を視野に、ユーザーからの要求に応じた最適

な品質やセキュリティ・耐災害性等に優れた新世代ネットワークの基盤技術の研究開発を推

進する。 

(1) サイバー攻撃の検知・防御能力の向上 

(ア)総務省において、NICTを通じ、標的型攻撃の対策技術として、マルウェアに感染したコンピ

ュータからの情報流出に対処する技術の研究開発を行う。 

(イ)総務省において、NICTを通じ、世界最先端のサイバー攻撃観測・分析・対策・予防技術、セ

キュアネットワークの設計・評価と最適構成技術、次世代暗号基盤技術等、ネットワークセ

キュリティ技術の研究開発を実施する。 

(ウ)総務省において、利用者の行動特性等を利用した、標的型攻撃等の新たなサイバー攻撃への

対策技術に関する研究開発を実施する。 

(エ)経済産業省において、CSSCを通じて、システムの挙動を解析し、サイバー攻撃を検知する技

術開発や、ホワイトリスト技術に関する研究を行う。 

(オ)総務省において、NICTを通じ、サイバーセキュリティの研究開発を促進するため、攻撃トラ

フィック、マルウェア検体等のデータセットについて、大学等の外部の研究機関の安全な利

用を可能にする研究基盤（NONSTOP）を運用する。 

(カ)文部科学省において、NIIを通じ、サイバー攻撃耐性を向上させるため、大学等の関係機関

において、M2Mを含み学術評価に適したデータを実環境から継続的に収集し、データ解析技

術の開発を促進する。 

(キ)総務省及び経済産業省において、IoT機器へのバックドア対策のためのログ検知技術の開発

に関する研究や、高信頼な暗号の実装を実現する技術やハードウェアトロージャン検知の技

術等ハードウェアの真正性の向上に係る技術の開発に関する研究、IoTシステムに対応した

セキュリティ評価認証制度の確立に向けた検討を行う。 
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(2) サイバーセキュリティと他分野の融合領域の研究 

(ア)内閣官房において、各府省庁と連携し、法律や国際関係、安全保障、経営学等の社会科学的

視点も含め様々な領域の研究との連携、融合領域の研究を促進する。 

(イ)経済産業省において、IoT・ビッグデータ・AI（人工知能）等の進化により実世界とサイバ

ー空間が相互連関する社会（サイバーフィジカルシステム）の実現・高度化に向け、そうし

た社会を支えるコア技術の調査・研究開発・実証等を行う。 

(ウ)文部科学省において、ビッグデータやAI（人工知能）といった社会・技術の変化を先取りし

た調査・研究・開発についての検討を行っていく。 

(3) サイバーセキュリティのコア技術の保持 

(ア)総務省において、NICTを通じ、情報の円滑な利用を妨げず、必要な情報秘匿及び認証を両立

するための研究開発を行う。 

(イ)総務省において、NICTを通じ、情報理論的安全性（暗号が情報理論的な意味で無条件に安全

である性質）を具備した量子暗号を活用した量子情報通信ネットワーク技術の確立に向け、

研究開発を実施する。 

(ウ)総務省及び経済産業省において、CRYPTREC暗号リストに掲載された暗号技術の監視、安全性

及び信頼性の確保のための調査、研究、基準の作成等を行う。また、NICT及びIPAを通じ、

暗号技術の安全性に係る監視及び評価、新世代暗号に係る調査、暗号技術の安全な利用方法

に関する調査、暗号の普及促進、セキュリティ産業の競争力強化に係る検討、暗号政策の中

長期的視点からの取組の検討を実施するため、暗号技術評価委員会及び暗号技術活用委員会

を開催する。 

(エ)経済産業省において、AIST等を通じ、IoTシステムに付随する脅威に対応するため、ソフト

ウェア工学、暗号技術などを用いてシステムの品質、安全性、効率を向上、両立させるため

の革新的、先端的技術の基礎研究に取り組む。 

(オ)文部科学省において、科学技術基盤としてイノベーションを支える情報基盤に係る耐災害性

強化（分散システム導入や自己修復機能の付加等）等、課題達成に貢献する機能の強化等を

より一層推進するため、研究開発を実施する。 

(4) 国際連携による研究開発の強化 

(ア)総務省において、情報セキュリティ分野の国際標準化活動であるITU-T SG17等が主催する国

際会合等に参加し、我が国の研究開発成果やIT環境・基準・ガイドライン等を踏まえて、国

際規格への反映が行われるよう積極的に参画する。 

(イ)総務省において、近年、被害が拡大しているサイバー攻撃（DDoS攻撃等、マルウェアの感染

活動）に対処し、我が国におけるサイバー攻撃のリスクを軽減するため、国内外のISP、大

学等との協力によりサイバー攻撃、マルウェア等に関する情報を収集するセンサーを設置

し、諸外国と連携してサイバー攻撃の予兆を検知し迅速に対応することを可能とする技術に

ついて、その研究開発及び実証実験を実施する。 
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(5) 関係機関との連携 

(ア)内閣府において、2015年６月18日の総合科学技術・イノベーション会議で追加が決定され

た、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）新規課題候補「重要インフラ等における

サイバーセキュリティの確保」に対し、研究開発に向けた取組を推進する。 

4.2. 人材の育成・確保 

(ア)内閣官房において、関係府省庁と連携しつつ、「新・情報セキュリティ人材育成プログラ

ム」に基づき関係施策を推進していく。 

(イ)内閣官房において、人材育成に係る施策を総合的に推進するため、「サイバーセキュリティ

人材育成総合強化方針（仮称）」を策定する。 

(ウ)経済産業省において、中長期スパンでの情報セキュリティを含めたIT人材育成の在り方につ

いて、引き続き検討を進める。 

(1) 高等教育段階や職業能力開発における社会ニーズに合った人材の育成 

(ア)文部科学省において、複数の大学や産学の連携によるサイバーセキュリティに係る実践的な

演習を推進する体制の構築やPBL（課題解決型学習）の実施を支援する。 

(イ)内閣官房において、関係府省庁と連携しつつ、産学官の協力体制構築に向け、緊密な連携や

情報共有の促進に加え、実践的なサイバー演習環境の整備に向けた検討を行う。 

(ウ)文部科学省及び経済産業省において、高度なITの知識と経営などその他の領域における専門

知識を併せもつハイブリッド型人材の育成を進める。 

(エ)文部科学省において、高等専門学校におけるセキュリティ教育の強化のための施策として、

企業等のニーズを踏まえた技術者のセキュリティ教育に必要な教材・教育プログラム開発を

進める。 

(オ)内閣官房において、シンポジウムやセミナー等の啓発の場や情報共有の場を活用し、大学に

おけるサイバーセキュリティに関する教育の実施に資するような情報セキュリティに関する

最新情報を提供する。 

(カ)文部科学省において、IT技術者等のサイバーセキュリティに係る素養の向上を図るため、高

等教育機関等における社会人学生の受け入れを促進する。 

(キ)厚生労働省において、離職者や在職者を対象として職業に必要な技能及び知識を習得させる

ため、サイバーセキュリティに関する内容を含む公共職業訓練を実施するとともに、離職者

や在職者を対象とした教育訓練給付制度において、サイバーセキュリティに関する内容を含

む教育訓練を指定する。 

(ク)内閣官房において、行政機関等が入手したサイバーセキュリティに係る事案情報、不正プロ

グラム情報や、行政機関自らが感知した事案情報等について、情報提供者の秘密保持等に配

慮し、関係者の同意を得た上で、学習教材として教育・訓練等に活用される方法の検討を進

める。 
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(2) 初等中等教育段階における教育の充実 

(ア)文部科学省において、学習指導要領を踏まえながら、児童生徒の発達段階に応じた情報活用

の実践力、情報の科学的な理解、情報社会に参画する態度を培う教育を一層推進する。特

に、論理的思考力の育成等に関しては、教員の指導の参考となるよう、発達段階に応じたプ

ログラミングの指導手引書を作成する。また、情報モラルについては、教員の指導に役立つ

動画教材及び指導手引書を作成・普及し、情報セキュリティを含む情報モラルに関する教育

の充実を図る。 

(イ)文部科学省において、初等中等教育に携わる全ての教員並びに教育委員会及び学校の全ての

管理職等の情報セキュリティに関する基本的な知識を含む情報通信技術に関する指導力の向

上を目指した取組が地方公共団体等において進められるよう、各地域で中核的な役割を担う

指導主事、リーダー的教員等を対象とした研修や指導方法等に関する情報交換の機会の提供

等を行う。 

(ウ)内閣官房において、教育機関で育成する人材のレベルの明確化と併せて、そうした人材を育

成する教員にとって必要となるスキル育成の場や教員向けの教材等について、民間の能力の

活用や、一線を退いた技術者等が活躍できる環境整備も含め、産学官が相互に連携しながら

検討を進める。 

(3) 突出した能力を有しグローバルに活躍できる人材の発掘・育成・確保 

(ア)経済産業省において、若年層のセキュリティ意識向上と突出した人材の発掘・育成を目的と

してIPAと「セキュリティ・キャンプ実施協議会」にて共催しているセキュリティ・キャン

プについて、サイバーセキュリティを取り巻く状況の変化への更なる対応を図る。 

(イ)経済産業省において、情報セキュリティをテーマとした様々な競技を通して、攻撃・防御両

者の視点を含むセキュリティの総合力を試すハッキングコンテスト「CTF」について、NPO法

人日本ネットワークセキュリティ協会及び企業が共同で開催地域拡大や競技内容の向上を図

り、更なる人材候補者を増やすべく、大学等との連携や多用なコンテストの在り方を検討す

るとともに、同協会で実施するコンテスト（「SECCON CTF 2015」）について経済産業省にお

いて普及・広報の支援を行う。 

(ウ)経済産業省において、ITを駆使してイノベーションを創出することのできる独創的なアイデ

ィア・技術を有する人材の発掘・育成に向け、「未踏IT人材発掘・育成事業」を実施する。 

(4) 人材が将来にわたって活躍し続けるための環境整備 

(ア)内閣官房及び経済産業省において、情報セキュリティ人材を含めた高度IT人材の育成強化の

ため、情報セキュリティ分野を含めた各種情報分野の人材スキルを測る情報処理技術者試験

について一層の周知及び普及を図る。 

(イ)経済産業省において、国家試験である情報処理技術者試験において、組織のセキュリティポ

リシーの運用等に必要となる知識を問う「情報セキュリティマネジメント試験（仮称）」の

創設を検討する。 

(ウ)経済産業省において、情報セキュリティ人材を含めた高度IT人材育成のため、ITサービス産

業において求められる次世代の高度IT人材像を発信するとともに、学生や若手技術者が将来
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のキャリアパスをイメージできるように、新たなITサービスビジネスの創造事例をとりまと

め、広報・普及する。 

(エ)経済産業省において、情報処理技術者試験にサイバーセキュリティに従事する者の実践的な

能力を適時適切に評価するための更新制度を導入するため必要な措置をとる。加えて、行政

機関等における人材登用でこれらの能力評価制度を積極的に活用する方策を検討する。 

(5) 組織力を高めるための人材育成 

(ア)防衛省において、高度化するサイバー攻撃等への適切な対処態勢を維持するため、人材育成

の取組として、国内外の大学院等への留学等を推進する。 

(イ)総務省において、官公庁や企業等組織における実践的サイバー防御演習（CYDER）の基盤の

強化及び拡充を通じた実践的なサイバーセキュリティ人材の育成について検討を行う。 

(ウ)防衛省において、指揮系システムについて、サイバー攻撃時においても部隊運用を継続する

とともに、被害の拡大を防止するなどの事後対処能力の練度向上を目的としたサイバー演習

環境の構築技術に関する研究を実施する。また、その研究成果を受け、自衛隊のサイバー攻

撃対処部隊の事後対処能力の練度を向上させるため、一般的なシステムを模擬した環境を構

築して、攻撃・防御の機能とこれに対する統裁・評価の機能等を備えた演習環境を整備す

る。 

(エ)防衛省において、防衛省と防衛産業との間におけるサイバー攻撃対処のための具体的・実効

的連携要領の確立等に向けた共同訓練を実施する。 
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5. 推進体制 

(ア)内閣官房において、JPCERT/CCと締結した国際連携活動及び情報共有等に関するパートナー

シップを進化させるため体制を整備するとともに情報共有システムの構築を行う。中期的に

は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を見据え、NISC内に専従のCSIRT組織を整

備する。また、サイバーセキュリティに関し、司令塔機能を果たすため、総合的分析機能の

強化を図る。さらに、NICTと締結した研究開発や技術協力等に関するパートナーシップに基

づいてNICTとの協力体制を整備し、サイバーセキュリティ対策に係る技術面の強化を図る。 

(イ)内閣官房において、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を始めとする国際的なビッ

グイベントにおけるサイバーセキュリティを確実に確保するため、その運営に大きな影響を

及ぼし得る重要システム・サービスを洗い出し、それらに対するリスク評価を実施する

（2016年度以降本格実施）ために必要な評価手順等の整理を関連組織と連携して推進する。

また、これら重要システム・サービスに対するサイバー攻撃への対応に係る関係主体との情

報共有の中核的役割を果たすオリンピック・パラリンピックCSIRTの構築に向け、調査研究

や関係主体との連携を通じて検討を行う。 

(ウ)内閣官房において、2016年に開催される伊勢志摩サミット及び関連大臣会議におけるサイバ

ーセキュリティの確保のため、一時的に会議場に設置される情報システムを含む政府機関情

報システムにおける対策の徹底を図る。また、サミット等各会議の円滑な開催に不可欠な重

要サービスを提供する重要インフラ事業者等におけるサイバーセキュリティの確保のため、

重要インフラ所管省庁をはじめとする関係省庁と連携し、必要な対策を推進する。各会議開

催期間における実践的な対処体制として、サイバーセキュリティ関係機関を含む関係主体間

の迅速かつ的確な情報共有を可能とする体制を確立し、実践的な事案対処訓練を実施する。 

(エ)内閣官房において、IPAとの連携をはじめ、高度セキュリティ人材の民間登用等によりNISC

の対処能力の一層の強化を図り、インシデント発生時に適切にNISCへ情報が集約されるよう

関係省庁（幹部クラスを含む）との迅速な情報共有体制を構築する。 

(オ)内閣官房において、検知、判断、対処、報告といった一連の初動対処を見直し、幹部も含め

た組織的対応体制の構築や政府全体での実践的訓練などを通じ、危機管理対応の一層の強化

を図る。 
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参考 用語解説 

 
 用  語 解  説 

A AIST national institute of Advanced Industrial Science and Technologyの略。国立研究

開発法人産業技術総合研究所（産総研）。2001年１月６日の中央省庁再編に伴い、通商

産業省工業技術院及び全国15研究所群を統合再編し、通商産業省及びその後継の経済産

業省から分離して発足した独立行政法人。 

 APCERT Asia Pacific Computer Emergency Response Teamの略。各国・地域におけるCSIRTの活

動と連携し、アジア太平洋地域におけるコーディネーションの実施等を行う。 

 APEC Asia-Pacific Economic Cooperationの略（エイペック）。アジア太平洋地域の21の国と

地域が参加する枠組み。 

 AppGoat IPAが無償提供する脆弱性体験学習ツール。学習教材と演習環境がセットになっており、

脆弱性の検証手法から原理、影響、対策までを演習しながら学習できる。 

 APT Asia-Pacific Telecommunityの略。アジア太平洋電気通信共同体。アジア・太平地域の

電気通信の開発促進及び地域電気通信網の整備・拡充を目的として1979年に設立。 

 ASEAN Association of South East Asian Nationsの略。東南アジア諸国連合。 

B BCP Business Continuity Planの略。緊急事態においても重要な業務が中断しないよう、又

は中断しても可能な限り短時間で再開できるよう、業務（事業）の継続に主眼を置いた

計画。BCPのうち情報（通信）システムについて記載を詳細化したものがIT-BCP（ICT-

BCP）である。 

C CCRA Common Criteria Recognition Arrangementの略。CCに基づいたセキュリティ評価・認証

の相互承認に関する協定。 

 CISO Chief Information Security Officerの略。最高情報セキュリティ責任者。企業や行政

機関等において情報システムやネットワークの情報セキュリティ、機密情報や個人情報

の管理等を統括する責任者のこと。なお、「政府CISO」は内閣サイバーセキュリティセ

ンター長である。 

 CRYPTREC Cryptography Research and Evaluation Committeesの略。電子政府推奨暗号の安全性を

評価・監視し、暗号技術の適切な実装法・運用法を調査・検討するプロジェクト。総務

省及び経済産業省が共同で運営する暗号技術検討会と、NICT及びIPAが共同で運営する暗

号技術評価委員会及び暗号技術活用委員会で構成される。 

 CSIRT Computer Security Incident Response Teamの略（シーサート）。企業や行政機関等に

おいて、情報システム等にセキュリティ上の問題が発生していないか監視するととも

に、万が一問題が発生した場合にその原因解析や影響範囲の調査等を行う体制のこと。 

 CSMS Cyber Security Management Systemの略。制御システムのセキュリティマネジメントシ

ステム。 

 CSSC Control System Security Centerの略。技術研究組合制御システムセキュリティセンタ

ー。重要インフラの制御システムのセキュリティを確保するため、研究開発、国際標準

化活動、認証、人材育成、普及啓発、各システムのセキュリティ検証等を担う。2012年

３月設立。 

 CTF Capture The Flagの略。情報セキュリティをテーマとした様々な競技を通して、攻撃・

防御両者の視点を含むセキュリティの総合力を試すハッキングコンテスト。 

 CVSS Common Vulnerability Scoring Systemの略。情報システムの脆弱性の深刻度に対するオ

ープンで汎用的な評価手法。 

 CYMAT CYber incident Mobile Assistance Teamの略（サイマット）。我が国の機関等において

大規模なサイバー攻撃等により政府として一体となって迅速・的確に対応すべき事態等

が発生した際に、機関の壁を越えて連携し、被害拡大防止等について機動的な支援を行

うため、2012年６月に内閣官房に設置した体制のこと。 

D DDoS攻撃 Distributed Denial of Serviceの略。分散型サービス不能攻撃。大量のコンピュータが

一斉に特定のサーバにデータを送出し、通信路やサーバの処理能力をあふれさせて機能

を停止させてしまうサイバー攻撃。大規模な攻撃では、遠隔操作される等により数万台

以上のコンピュータが攻撃に用いられているケースもある。 

 DII Defense Information Infrastructureの略。防衛省の基盤的共通通信ネットワーク。 

E eラーニング electronic learningの略。情報通信技術を用いた教育、学習のこと。 
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F FIRST Forum of Incident Response and Security Teamsの略。各国のCSIRTの協力体制を構築

する目的で、1990年に設立された国際協議会であり、2015年７月現在、世界70ヶ国の

官・民・大学等321の組織が参加している。 

G G8 Group of Eightの略。主要８か国首脳会議。 

 GSOC Government Security Operation Coordination teamの略（ジーソック）。政府横断的な

情報収集、攻撃等の分析・解析、各政府機関への助言、各政府機関の相互連携促進及び

情報共有を行うための体制のこと。内閣官房内閣サイバーセキュリティセンターにおい

て、2008年４月から運用開始。 

I icat IPAの運営するサイバーセキュリティ注意喚起サービス。ソフトウェア等の脆弱性に関す

る情報をタイムリーに発信する。 

 ICPO International Criminal Police Organizationの略（インターポール）。国際刑事警察

機構。 

 ICT Information and Communications Technologyの略。情報通信技術のこと。 

 IoT Internet of Thingsの略。あらゆる物がインターネットを通じて繋がることによって実

現する新たなサービス、ビジネスモデル、又はそれを可能とする要素技術の総称。従来

のパソコン、サーバ、携帯電話、スマートフォンのほか、ICタグ、ユビキタス、組込シ

ステム、各種センサーや送受信装置等が相互に情報をやり取りできるようになり、新た

なネットワーク社会が実現すると期待されている。 

 IPA Information-technology Promotion Agencyの略。独立行政法人情報処理推進機構。ソフ

トウェアの安全性・信頼性向上対策、総合的なIT人材育成事業（スキル標準、情報処理

技術者試験等）とともに、情報セキュリティ対策の取組として、コンピュータウイルス

や不正アクセスに関する情報の届出受付、国民や企業等への注意喚起や情報提供等を実

施している独立行政法人。 

 ISMS Information Security Management Systemの略。情報セキュリティマネジメントシステ

ム。 

 ISO International Organization for Standardizationの略。電気及び電子技術分野を除く

全産業分野（鉱工業、農業、医薬品等）における国際標準の策定を行う国際標準化機

関。 

 ISP Internet Service Providerの略。インターネット接続事業者。 

 ITPEC IT Professionals Examination Councilの略。アジア統一共通試験実施委員会。我が国

の情報処理技術者試験制度を移入して試験制度を創設した国（６カ国）が協力して試験

を実施するための協議会。 

 ITU International Telecommunication Unionの略。国際電気通信連合。国際連合の専門機関

の一つ。国際電気通信連合憲章に基づき無線通信と電気通信分野において各国間の標準

化と規制を確立することを目的とする。 

 ITU-T International Telecommunication Union Telecommunication Standardization Sector

の略。ITUの電気通信標準化部門。 

 IT製品の調達にお

けるセキュリティ

要件リスト 

経済産業省及びIPAの共同により、2014年５月に策定。安全性・信頼性の高いIT製品等の

利用推進の取組の一つとして、従来の「ITセキュリティ評価及び認証制度等に基づく認

証取得製品分野リスト」を改訂したもの。 

 ITセキュリティ評

価及び認証制度 

IT製品・システムについて、そのセキュリティ機能や目標とするセキュリティ保証レベ

ルを、情報セキュリティの国際標準ISO/IEC 15408に基づいて第三者が評価し、結果を公

的に検証し、原則公開する制度。 

 IT総合戦略本部 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部のこと。ITの活用により世界的規模で生じ

ている急激かつ大幅な社会経済構造の変化に適確に対応することの緊要性にかんがみ、

高度情報通信ネットワーク社会の形成に関する施策を迅速かつ重点的に推進するため

に、2001年１月、内閣に設置された。 

 IWWN International Watch and Warning Networkの略。2004年に、米国・ドイツの主導により

創設された会合で、サイバー空間の脆弱性、脅威、攻撃に対応する国際的取組の促進を

目的としている。先進15ヶ国の政府機関が参加している。 

J JC3 Japan Cybercrime Control Centerの略。一般財団法人日本サイバー犯罪対策センター。

産学官連携によるサイバー犯罪等への対処のため、日本版NCFTAとして設立された。 

 JCMVP Japan Cryptographic Module Validation Programの略。「暗号モジュール試験及び認証

制度」を参照。 

 J-CSIP Initiative for Cyber Security Information sharing Partnership of Japanの略。サ

イバー情報共有イニシアティブ。IPAを情報ハブ（集約点）の役割として、参加組織間で

情報共有を行い、高度なサイバー攻撃対策に繋げていく取組。 
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 JHAS Joint Interpretation Library（JIL）Hardware-related Attacks SWGの略。欧州の認証

機関、評価機関、スマートカードベンダ、ユーザーなどからなる作業部会。 

 JIPDEC Japan Institute for Promotion of Digital Economy and Communityの略。一般財団法

人日本情報経済社会推進協会。電子情報を高度かつ安全安心に利活用するための基盤整

備や諸課題の解決を通じて情報経済社会の推進を図り、もって我が国の国民生活の向上

及び経済社会の発展に寄与することを目的とする。 

 JISEC Japan Information Technology Security Evaluation and Certification Schemeの略。

ITセキュリティ評価及び認証制度を参照。 

 JIWG Joint Interpretation Library（JIL）WGの略。欧州における、スマートカードなどのセ

キュリティ認証機関からなる技術ワーキンググループ。 

 JPCERT/CC Japan Computer Emergency Response Team/Coordination Centerの略。我が国において

各国関係機関と連携して、サイバー攻撃情報やシステムの脆弱性関連情報等を収集・分

析し、関係機関に情報提供するとともに、サイバー攻撃発生時には、関係者間の連絡調

整や、攻撃の脅威分析、対策の検討に関する支援活動等を実施している機関。1996年10

月に「コンピュータ緊急対応センター」として発足。 

 JTEMS Joint Interpretation Library（JIL） Terminal Evaluation Methodology Subgroupの

略。カード端末セキュリティに関する検討部会。 

 JVN Japan Vulnerability Notesの略。JPCERT/CCとIPAが共同で管理している脆弱性対策情報

提供サイト。 

 JVNiPedia IPAが運営する脆弱性情報データベース。 

L LAN Local Area Networkの略。企業内、ビル内、事業所内等の狭い空間においてコンピュー

タやプリンタ等の機器を接続するネットワーク。 

 LGWAN Local Government Wide area Networkの略。総合行政ネットワーク。地方公共団体の組

織内ネットワークを相互に接続する行政専用ネットワークであり、安全確実な電子文書

交換、電子メール、情報共有及び多様な業務支援システムの共同利用を可能とする電子

自治体の基盤。 

M M2M Machine-to-Machineの略。ネットワークに繋がれた機器同士が人間を介在せずに相互に

情報交換し、自動的に最適な制御が行われるシステムのこと。例としては、情報通信機

器（情報家電、自動車、自動販売機等）や建築物等に設置された各種センサー・デバイ

スを、ネットワークを通じて協調させ、エネルギー管理、施設管理、経年劣化監視、防

災等の多様な分野のサービスを実現するなど。より広義の概念でIoT（Internet Of 

Things）と呼ばれることもある。 

 MOU/NDA Memorandum Of Understanding/Non-Disclosure Agreementの略。覚書及び秘密保持契

約。 

 MyJVN JVN iPedia で配布されている脆弱性チェックツール。PCのソフトウェアが最新か、セキ

ュリティ設定に問題がないか等を確認し、対策が必要な場合は情報へのリンクを提供す

る。 

N NCFTA National Cyber-Forensics and Training Allianceの略。FBI、民間企業、学術機関を構

成員として米国に設立された米国の非営利団体。サイバー犯罪に係る情報の集約・分

析、海外を含めた捜査機関等の職員に対するトレーニング等を実施。 

 NICT National Institute of Information and Communications Technologyの略。国立研究開

発法人情報通信研究機構。情報通信技術分野の研究開発を実施するとともに、民間や大

学が実施する情報通信分野の研究開発の支援の実施等を行う独立行政法人。 

 NII National Institute of Informaticsの略。国立情報学研究所。大学共同利用機関法人 

情報・システム研究機構の一員。情報学という新しい学問分野での「未来価値創成」を

目指すわが国唯一の学術総合研究所として、ネットワーク、ソフトウェア、コンテンツ

などの情報関連分野の新しい理論・方法論から応用までの研究開発を総合的に推進して

いる。 

 NISC National center of Incident readiness and Strategy for Cybersecurityの略。内閣

サイバーセキュリティセンター。サイバーセキュリティ戦略本部の事務の処理を行い、

我が国におけるサイバーセキュリティの司令塔機能を担う組織として、2015年１月９

日、内閣官房情報セキュリティセンター（National Information Security Center）を

改組し、内閣官房に設置された。センター長には、内閣官房副長官補（事態対処・危機

管理担当）を充てている。 

 NIST National Institute of Standards and Technologyの略。アメリカ国立標準技術研究

所。 
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 NONSTOP NICTER Open Network SecurityTest-Out Platformの略。NICTER（NICTが開発するインタ

ーネットで発生する様々なセキュリティ上の脅威を迅速に把握し、有効な対策を導出す

るための複合的なシステム。）が保有しているサイバーセキュリティ情報を遠隔から安

全に利用するための分析基盤。 

O OECD Organization for Economic Co-operation and Developmentの略。経済協力開発機構。 

P PBL Project Based Learningの略。課題解決型学習。 

 PP Protection Profileの略。IT製品のセキュリティ上の課題に対する要件をCCに従って規

定したセキュリティ要求仕様。主に調達要件として用いられる。 

S SCAP Security Content Automation Protocol の略。情報セキュリティにかかわる技術面での

自動化と標準化を実現する技術仕様。 

 SEC Securities and Exchange Commissionの略。米国証券取引委員会。 

 SIP cross-ministerial Strategic Innovation promotion Programの略。戦略的イノベーシ

ョン創造プログラム。内閣府総合科学技術・イノベーション会議が司令塔機能を発揮し

て、府省の枠や旧来の分野を超えたマネジメントにより、科学技術イノベーション実現

のために創設した国家プロジェクト。国民にとって真に重要な社会的課題や、日本経済

再生に寄与できるような課題に取り組み、基礎研究から実用化・事業化（出口）までを

見据えて一気通貫で研究開発を推進する。 

 SNS Social Networking Serviceの略。社会的ネットワークをインターネット上で構築するサ

ービスのこと。友人・知人間のコミュニケーションを円滑にする手段や場を提供した

り、趣味や嗜好、居住地域、出身校、「友人の友人」といったつながりを通じて新たな

人間関係を構築したりする場を提供する。 

 SOC Security Operation Centerの略。セキュリティ・サービス及びセキュリティ監視を提供

するセンター。 

T TSUBAME JPCERT/CCが運営するインターネット定点観測システム。Internet上に観測用センサーを

分散配置し、セキュリティ上の脅威となるトラフィックの観測を実施。得られた情報は

ウェブサイト等を通して提供されている。 

あ アクセス制御 情報等へのアクセスを許可する者を制限等によりコントロールすること。 

 暗号モジュール試

験及び認証制度 

電子政府推奨暗号リスト等に記載されている暗号化機能、ハッシュ機能、署名機能等の

承認されたセキュリティ機能を実装したハードウェア、ソフトウェア等から構成される

暗号モジュールが、その内部に格納するセキュリティ機能並びに暗号鍵及びパスワード

等の重要情報を適切に保護していることを、第三者による試験及び認証を組織的に実施

することにより、暗号モジュールの利用者が、暗号モジュールのセキュリティ機能等に

関する正確で詳細な情報を把握できるようにすることを目的とした制度。IPAにより運用

されている。 

い イノベーション 新技術の発明や新規のアイデア等から、新しい価値を創造し、社会的変化をもたらす自

発的な人・組織・社会での幅広い変革のこと。 

 インシデント 中断・阻害、損失、緊急事態又は危機になり得る又はそれらを引き起こし得る状況のこ

と（ISO22300）。IT分野においては、システム運用やセキュリティ管理等における保安

上の脅威となる現象や事案を指すことが多い。 

か カウンターインテ

リジェンス 

外国の敵意ある諜報活動に対抗する情報防衛活動のこと。 

 可用性 情報に関して正当な権限を持った者が、必要時に中断することなく、情報にアクセスで

きること（Availability）。 

 完全性 情報に関して破壊、改ざん又は消去されていないこと（Integrity）。 

き 機密性 情報に関して正当な権限を持った者だけが、情報にアクセスできること

（Confidentiality）。 

く クラウドコンピュ

ーティング 

データサービス等が、ネットワーク上にあるサーバ群（クラウド（雲））にあり、ユー

ザーは今までのように自分のコンピュータでデータを加工・保存することなく、「どこ

からでも、必要な時に、必要な機能だけ」利用することができるコンピュータ・ネット

ワークの利用形態。 

 クラウドサービス インターネット等のブロードバンド回線を経由して、データセンタに蓄積されたコンピ

ュータ資源を役務（サービス）として、第三者（利用者）に対して遠隔地から提供する

もの。なお、利用者は役務として提供されるコンピュータ資源がいずれの場所に存在し

ているか認知できない場合がある。 
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 クラウドサービス

利用のための情報

セキュリティマネ

ジメントガイドラ

イン 

経済産業省において、2011年４月策定、2014年３月改訂。経済産業省が策定した、クラ

ウドサービス利用者及び事業者が対処すべきセキュリティマネジメントのガイドライ

ン。 

こ 国連サイバーGGE GGE:the Group of Government Expertsの略。国連総会第一委員会のサイバーセキュリテ

ィに関する政府専門家会合。 

さ サイバーインテリ

ジェンス 

情報通信技術を用いた諜報活動のこと。 

 サイバー攻撃特別

捜査隊 

2013年４月、サイバー攻撃対策の強化のため、13都道府県警察に設置された。サイバー

攻撃に関する情報収集、被害の未然防止及び犯罪捜査に専従している。 

 サイバーセキュリ

ティ基本法 

サイバーセキュリティに関する施策を総合的かつ効率的に推進するため、基本理念を定

め、国の責務等を明らかにし、戦略の策定その他当該施策の基本となる事項等を定めた

法律。2014年11月12日公布・一部施行、2015年１月９日完全施行。 

 サイバーセキュリ

ティ月間 

サイバーセキュリティについて国民に広く普及啓発するため、2009年より毎年２月に実

施してきた「情報セキュリティ月間」を、2015年より、２月１日から３月18日（「サイ

バーの日」）までに期間を拡大したもの。月間の期間中、サイバーセキュリティについ

て、「知る・守る・続ける」をキャッチフレーズに、普及啓発に関する行事や関連キャ

ンペーン等を行っている。 

 サイバーセキュリ

ティ国際キャンペ

ーン 

2012年より毎年10月にサイバーセキュリティ国際キャンペーンを実施し、アジア、欧米

をはじめとする諸国と国際連携を活用した行事やサイバーセキュリティ対策に関する情

報提供を実施し、国際連携の推進と国内におけるサイバーセキュリティ対策の一層の普

及を図っている。 

 サイバーセキュリ

ティ戦略 

2013年６月10日、情報セキュリティ政策会議決定。「サイバーセキュリティ立国」の実

現を目指し、2015年度までの３年間の国家戦略をとりまとめたもの。なお、2015年１月

にサイバーセキュリティ基本法が全面施行されたことに伴い、新しい法的枠組みに基づ

く新たなサイバーセキュリティ戦略案をとりまとめているところであり、2015年５月25

日の第２回サイバーセキュリティ戦略本部会合においてパブリックコメント案が示され

た。 

 サイバーセキュリ

ティ戦略本部 

2015年１月９日、サイバーセキュリティ基本法に基づき内閣に設置された。我が国にお

ける司令塔として、サイバーセキュリティ戦略の案の作成及び実施の推進、国の行政機

関等における対策の実施状況に関する監査、重大事象に対する原因究明のための調査等

を事務としてつかさどる。本部長は、内閣官房長官。 

 サイバーテロ対策

協議会 

警察とサイバー攻撃の標的となるおそれのある重要インフラ事業者等との間で構成する

組織。全国の都道府県に設置されており、サイバー攻撃の脅威や情報セキュリティに関

する情報共有のほか、サイバー攻撃の発生を想定した共同対処訓練やサイバー攻撃対策

セミナー等の実施により、重要インフラ事業者等のサイバーセキュリティや緊急対処能

力の向上に努めている。 

 サイバー犯罪条約 サイバー犯罪に関しての対応を取り決めた国際条約。通称ブダペスト条約。日本におい

ては2012年11月に効力が発生した。 

 サイバーフォース

センター 

サイバー攻撃対策の技術的基盤として、警察庁情報通信局に設置。サイバー攻撃の予

兆・実態把握、標的型メールに添付された不正プログラム等の分析を実施するほか、事

案発生時には技術的な緊急対処の拠点として機能する。 

 サプライチェーン 取引先との間の受発注、資材の調達から在庫管理、製品の配達まで、いわば事業活動の

川上から川下に至るまでのモノや情報の流れのこと。 

し 重要インフラ所管

省庁 

重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第３次行動計画における関係主体の一つ。

金融庁、総務省、厚生労働省、経済産業省及び国土交通省。 

 重要インフラの情

報セキュリティ対

策に係る第３次行

動計画 

2014年５月10日情報セキュリティ政策会議決定。2015年５月25日サイバーセキュリティ

戦略本部改訂。重要インフラ防護に責任を有する政府と自主的な取組を進める重要イン

フラ事業者等との共通の行動計画。 

 重要インフラ分野 情報通信、金融、航空、鉄道、電力、ガス、政府・行政サービス（地方公共団体を含

む）、医療、水道、物流、化学、クレジット及び石油。重要インフラの情報セキュリテ

ィ対策に係る第３次行動計画において記載。 

 情報セキュリティ

研究開発戦略 

2011年７月８日情報セキュリティ政策会議決定、2014年７月10日情報セキュリティ政策

会議改定。 
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 情報セキュリティ

人材育成プログラ

ム 

2011年７月８日情報セキュリティ政策会議決定。改定版である新・情報セキュリティ人

材育成プログラムは2014年５月19日情報セキュリティ政策会議決定。 

 情報セキュリティ

普及啓発プログラ

ム 

2011年７月８日情報セキュリティ政策会議決定。改定版である新・情報セキュリティ普

及啓発プログラムは2014年７月10日情報セキュリティ政策会議改定。 

す ステークホルダー 利害関係者のこと。 

 スマートフォン 従来の携帯電話端末の有する通信機能等に加え、高度な情報処理機能が備わった携帯電

話端末。従来の携帯電話端末とは異なり、利用者が使いたいアプリケーションを自由に

インストールして利用することが一般的。 

 スマートメーター 通信機能を有し、遠隔での検針等を行うことが可能となる新しい電力量計。 

せ 脆弱性関連情報届

出受付制度 

2004年７月、経済産業省が「ソフトウエア等脆弱性関連情報取扱基準」（平成16年経済

産業省告示第235号）を公示し、脆弱性関連情報の届出の受付機関としてIPA、脆弱性関

連情報に関して製品開発者への連絡及び公表に係る調整機関としてJPCERT/CCが指定され

ている。 

 政府統一基準群 政府機関の情報セキュリティを確保するため、政府機関のとるべき対策の統一的な枠組

みについて定めた一連の情報セキュリティ政策会議決定文書等のこと。「政府機関の情

報セキュリティ対策のための統一規範」（2011年４月21日情報セキュリティ政策会議決

定、2014年５月19日改定）、「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準の策

定と運用等に関する指針」（2005年９月15日同会議決定、2014年５月19日改定）、「政

府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準（平成26年度版）」（2005年９月15日

同会議決定、2014年５月19日改定）等。 

 セキュリティ・キ

ャンプ実施協議会 

次代を担う日本発で世界に通用する若年層のセキュリティ人材を発掘・育成するため、

産業界、教育界を結集した講師による「セキュリティ・キャンプ」（22歳以下を対象）

を実施し、それを全国的に普及、拡大していくことを目的とした協議会。 

そ 総合科学技術・イ

ノベーション会議 

内閣総理大臣及び国務大臣と有識者の議場として、日本全体の科学技術を俯瞰し、各省

より一段高い立場から、総合的・基本的な科学技術政策の企画立案及び総合調整を行う

ことを目的として、2001年１月に内閣府に総合科学技術会議が設置された。2014年５

月、単なる研究開発の促進のみならず、その成果を産業化等の出口へ繋げてゆくことの

明確化を企図し、総合科学技術・イノベーション会議に改称。 

た 大規模サイバー攻

撃事態 

国民の生命、身体、財産若しくは国土に重大な被害が生じ、若しくは生じるおそれのあ

るサイバー攻撃事態又はその可能性のある事態。例えば、サイバー攻撃により、人の死

傷、重要インフラサービスの重大な供給停止等が発生する事態。 

て デジタルフォレン

ジック 

不正アクセスや機密情報漏えい等、コンピュータ等に関する犯罪や法的紛争が生じた際

に、原因究明や捜査に必要な機器やデータ、電子的記録を収集・分析し、その法的な証

拠性を明らかにする手段や技術の総称。 

 テストベッド 技術や機器の検証・評価のための実証実験、又はそれを行う実験機器や条件整備された

環境のこと。 

 テレコム・アイザ

ック推進会議 

一般財団法人日本データ通信協会 テレコム・アイザック推進会議（Telecom-ISAC 

Japan、ISAC：Information Sharing and Analysis Center）。国内の主要ISP等が中心と

なって2002年に設立された、通信サービスの安全な運用のためにサイバー攻撃関連情報

の共有及び分析等を行う民間組織。 

 電子署名 電子文書に付加される電子的な署名情報。電子文書の作成者の本人性確認や、改ざんが

行われていないことを確認できるもの。 

な 内閣サイバーセキ

ュリティセンター 

サイバーセキュリティ戦略本部の事務の処理を行い、我が国におけるサイバーセキュリ

ティの司令塔機能を担う組織として、2015年１月９日、内閣官房情報セキュリティセン

ター（National Information Security Center）を改組し、内閣官房に設置された。 

センター長には、内閣官房副長官補（事態対処・危機管理担当）を充てている。略称は

NISC（National center of Incident readiness and Strategy for Cybersecurity）。 

に 日米サイバー対話 サイバー空間を取り巻く諸問題についての日米両政府による包括対話。（第１回：2013

年５月、第２回：2014年４月、第３回：2015年７月） 

は ハッキング 高度なコンピュータ技術を利用して、システムを解析したり、プログラムを修正したり

する行為のこと。不正にコンピュータを利用する行為全般のことをハッキングと呼ぶこ

ともあるが、本来は悪い意味の言葉ではない。そのような悪意のある行為は、本来はク

ラッキングという。 
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ひ ビッグデータ 利用者が急激に拡大しているソーシャルメディア内のテキストデータ、携帯電話・スマ

ートフォンに組み込まれたGPS（全地球測位システム）から発生する位置情報、時々刻々

と生成されるセンサーデータなど、ボリュームが膨大であるとともに、従来の技術では

管理や処理が困難なデータ群。 

 標的型攻撃 特定の組織や情報を狙って、機密情報や知的財産、アカウント情報（ID、パスワード）

などを窃取、又は、組織等のシステムを破壊・妨害しようとする攻撃。この攻撃では、

標的の組織がよくやり取りをする形式や内容の電子メールを送りつけ、その電子メール

の添付ファイルやリンクを開かせ、マルウェア等を利用して攻撃する手口がよく使われ

ている。標的型攻撃の一種として特定のターゲットに対して様々な手法で持続的に攻撃

を行うAPT（Advanced Persistent Threat）攻撃がある。 

ふ フィッシング 実在の金融機関、ショッピングサイトなどを装った電子メールを送付し、これらのホー

ムページとそっくりの偽のサイトに誘導して、銀行口座番号、クレジットカード番号や

パスワード、暗証番号などの重要な情報を入力させて詐取する行為のこと。 

 フィッシング対策

協議会 

フィッシングに関する情報収集・提供、注意喚起等の活動を中心とした対策を促進する

ことを目的として、2005年４月28日に設立された協議会。 

 不正アクセス ID・パスワード等により利用が制限・管理されているコンピュータに対し、ネットワー

クを経由して、正規の手続を経ずに不正に侵入し、利用可能とする行為のこと。 

 不正プログラム コンピュータウイルス、ワーム、スパイウェア等の、情報システムを利用する者が意図

しない結果を当該情報システムにもたらすプログラムの総称。 

ほ ポータルサイト インターネットにアクセスする際の入口となるウェブサイト。 

ま マルウェア malicious software の短縮された語。不正かつ有害な動作を行う、悪意を持ったソフト

ウェアのこと。 

み 未踏IT人材発掘・

育成事業 

2000年度から「未踏ソフトウェア創造事業」として開始し、2008年度により若い人材の

発掘・育成に重点化すべく「未踏IT人材発掘・育成事業」として再編したもの。 

り リスクマネジメン

ト 

リスクを組織的に管理し、損失などの回避・低減等を図るプロセスのこと。 

 リテラシー 本来、文字を読み書きする能力を意味するが、「情報リテラシー」のように、その分野

における知識、教養、能力を意味することに使われている。 

 リバースエンジニ

アリング 

Reverse engineering。ソフトウェアやハードウェアなどを解析・分解し、その仕組みや

仕様、目的、要素技術などを明らかにすること。 

 量子暗号 量子力学の理論を用いた暗号技術。原理的に盗聴の有無を検知できる特性を持つ。 

 



「サイバーセキュリティ2015（案）」に対する意見募集の結果の概要 資料 １-３

■ 実 施 方 法： NISCのWebページ及び電子政府の総合窓口（e-Gov）に掲載して公募

■ 実 施 期 間： 2015年８月20日（木）～ ９月３日（木）

■ 意 見 総 数： 30者から105件 【内訳：10企業・団体から延べ54件、20個人から延べ51件】

（１）賛同意見： 全３件
（２）修正意見： 全33件

• 表現の明確化や適正化などを求めるものについては、必要に応じて趣旨を踏まえて修正（全６件）

• 戦略で言及しているなどの理由で原案どおりとする意見については、理由を付して回答（全27件）

（３）政策展開に係る意見： 全66件
• 今後の政策展開に係る意見については、当センターとしての考え方及び当該意見を今後の参考にする旨を回答

（４）その他意見： 全3件
注）提出された意見は必ずしも明確にこれらに分類されるものではないが、事務局で理解した区分にて計上している

■ （参考）提出者名：
イクシアコミュニケーションズ（株）、 日本アイ・ビー・エム（株）、 NPO法人 ウェブアクセシビリティ推進協会、 日本オラクル（株）、
（一社）日本オンラインゲーム協会、（株）ラック、 BSA | ザ・ソフトウェア・アライアンス、（一社）新経済連盟、
NPO法人 日本ネットワークセキュリティ協会、（一社）重要生活機器連携セキュリティ協議会、 個人（20）
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30者　105件

ページ 章節項

1 個人（１） － － 2.2. (3)

社会保障番号制度のシステム導入は、区域分けをすると良いのではないか。
入札は全国８ブロックを２ブロックずつの４区画に分けて行い、４企業で社会保障番号制度を管
理。
システムダウンさせたときのペナルティ料金を設定し、システム障害はアトサイト対応で翌日まで
の普及が必須条件。

［理由］
・社会保障番号制度のシステム導入で揉めているのと推察される。
・ひとつの企業に絞るのはリスクが大きく、相互チェックにしたほうが良い。

その他 「社会保障番号制度のシステム導入」が具体的に何を指すのか明らか
ではないですが、具体的なシステム設計については本意見募集の対象
外です。
なお、関連の入札については、意見招請等の所要の会計手続きを経て
行うとともに、可用性やセキュリティの確保についても、十分に配慮した
上で調達を行っています。

2 個人（２） － －
2.2. (3)
2.3.

インフラだけでなく業務プロセスにおけるセキュリティリスクを考慮して頂きたい。
例えば、マイナンバーを含むファイルを添付しメールで送信する事を禁止することや、マイナン
バーを含むファイルは暗号化されている等の対策が必要。
また、業務システム開発時においても、システムの利用マニュアルを充実させ、業務プロセスに
おけるセキュリティリスクを軽減するようにお願いしたい。

［理由］
・昨今、業務プロセスにおけるセキュリティリスクを考慮していないために、情報漏えい事件が発
生している事象が多々見受けられる。

政策展開に
係る意見

政府機関における業務プロセスにおけるセキュリティリスクを考慮した取
組については、2.3. (1) (ツ)において更なる強化等を図ることとしておりま
す。また、特定個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン(行政機関
等・地方公共団体等編)においても御指摘いただいたセキュリティリスク
を盛り込んでおりますが、今般さらに当ガイドラインの(別添)安全管理措
置において、以下の事項等を追加し、運用面における対策を講ずるよう
改正手続を進めております。
・「情報漏えい等事案に対応」して、体制に加え、手順等を整備すること
・「不正アクセス等による被害の防止等に対応」して、個人番号利用事務
において使用する情報システムについて、インターネットから独立する等
の高いセキュリティ対策を踏まえたシステム構築や運用体制整備を行う
こと
・「情報漏えい等の防止に対応」して、特定個人情報ファイルを機器又は
電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパス
ワードにより秘匿すること

3 個人（３） － P.28 4.2. (4) (イ)

「情報セキュリティマネジメント試験（仮称）」にも、現状の情報セキュリティスペシャリストと同程度
の技術問題（午前1,2,午後１までが妥当か？）を用意し、その上で、セキュリティポリシーに関する
問題を用意すべき。
それにより、情報セキュリティ対策を進めるうえでの基礎となる技術スキルが付き、ポリシー作成
のスキルにも深みが出る。
基礎となる技術スキルが無くとも合格できるような、実用的でない資格にはしないでいただきた
い。

[理由]
ポリシーの作成に於いて必要なスキルは、システム開発経験、セキュリティ経験、ネットワーク経
験、法務、等の専門的なテクニカルなスキルが基礎として求められるが、セキュリティの人材が
不足していることから、セキュリティ前述の各種スキル・経験の無い人材がポリシー作成担当者
として割り当てられ、運用に耐えられないポリシーや各種規定を作成してしまうことが見受けられ
る。

政策展開に
係る意見

「情報セキュリティマネジメント試験（仮称）」では、組織のセキュリティポ
リシーの運用等に必要となる知識を問う内容とする予定ですが、より良
い試験となるよう、引き続き検討してまいります。

4 個人（４） － －
1.1.
2.1.

IoTのセキュリティバイデザインの指針は既に公表されているのか、あるいはNISCがこれから策
定するのか。この点を明確にしていただきたい。
また、既設のIoTシステムに対する見直しの方が重要であると考えられるが、この点はどうするの
か？2020年に向けて最も脆弱となるシステムは、既設の長寿命のシステムである。

政策展開に
係る意見

IoTのセキュリティに係る総合的なガイドラインを今後策定する予定で
す。
IoTについては、連携される既存システムを含めて、設計段階から脅威
を考慮に入れる「セキュリティ・バイ・デザイン」を重視するとともに、経営
層の意識改革による対策見直しの促進や、利用者へ注意喚起する仕組
み等についても検討する方針です。

5 個人（５） － － 全般

各論に対する総論がなく、それぞれの省庁の取り組みが、サイバーセキュリティ戦略に対して必
要十分なのかが理解できない。
それぞれの取り組みがサイバーセキュリティ戦略のどこに対応するものなのか、2015年度の目
標値として十分なのかを示す資料を公表されたい。

その他 本案はサイバーセキュリティ戦略の体系に沿って2015年度に実施する
施策を取りまとめたものであり、実施の主体を明確化しておくことは重要
であると考えています。
今後、サイバーセキュリティ政策に係る新たな評価方針を策定、公表し
た上で、当該方針に基づきく評価を毎年度実施し、取組が十分であるか
どうかを確認しつつ、各種施策を推進していく予定です。

枝番 意見の種類概要

「サイバーセキュリティ2015（案）」に対する意見募集の結果

通し
番号

提出者 該当箇所
御意見に対する考え方及び修正内容

意見募集期間 ： 2015年８月20日（木）から同年９月３日（木）まで

資料１－４
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6 個人（６） － P.14 2.2. (3) (イ)

「情報提供ネットワークシステム等のマイナンバー関係システムについて、インターネットから独
立する等の高いセキュリティ対策が講じられたものとなるよう、管理・監督・支援等を行う。」とあ
るが、これは、個人番号利用事務等を含めた、マイナンバーを取り扱うすべてのシステムを対象
としていると言う意味で、非常に賛成できる。NISCが中心となり、政府から一つもマイナンバーが
漏れぬよう、対策されたい。

賛同意見 本案に賛同する御意見として承ります。
政府機関の対策についても万全を期すべく、各種施策を推進してまいり
ます。

7 個人（７） － P.14 2.2. (3) (ウ)

マイナンバー制度の下で認証連携を行うに当たって、利便性の向上とセキュリティの確保がバラ
ンスの取れたものとなるよう、政府内及び官民での認証連携について、多要素認証等の認証方
式や連携条件についての検討を行い、本年中を目途に取組方針を策定する。
この記載は、マイナンバー法に違反しているように読めるが内容如何。

その他 認証連携の方式は、現在検討しているところですが、当該記述の認証
連携の方式については、マイナンバーそのものを利用することを前提と
しているものではありません。

8 個人（８） － P.15 2.2. (3) (カ)

制御システム全体のセキュリティ認証制度を確立するとあるが、具体的な内容如何。また、EDSA
認証は重すぎるため、もっと軽い認証制度を国の補助の元に確立すべき。

政策展開に
係る意見

CSSC（技術研究組合制御システムセキュリティセンター）において、「制
御システム全体のセキュリティ認証制度」として、複数デバイスを組み合
わせたシステムにおける認証制度であるSSA認証（System Security
Assurance）の確立に向けた取組を実施しています。
また、認証制度にかかるニーズは、求めるセキュリティレベル等によって
も異なることから、御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に
当たっての参考とさせていだだきます。

9 個人（９） － － 全般

各府省庁が実施するとされている事柄について、内容に重複や抜け漏れ等がないように、NISC
が横断的に内容を確認すべき。

政策展開に
係る意見

本案は、NISCが横断的な調整を行い、各府省庁の重複排除や連携推
進を行いつつ、2015年度に実施する施策を取りまとめたものです。今後
もNISCが総合調整機能を果たし、全体最適化に努めてまいります。

10 個人（10） － P.25 4.1. (エ)

「2020年頃の実現を視野に」という文言は不要。

［理由］
・基盤技術の研究開発は、一定の期限を区切って行うというより、常日頃から積み重ねるもので
あって、成果が現れ次第、既存のネットワークに徐々に取り入れていけばよい。

修正意見 NICTにおいては、一つのマイルストーンとして2020年頃の実現を視野に
新世代ネットワークの基盤技術の研究開発を推進しているところである
ため、原案通りとさせていただきます。

11

イクシアコ
ミュニケー
ションズ

（株）

－ － 2.3.

標的型攻撃を含む外部からのネットワーク攻撃の脅威を検知・分析・防御するために、高度な専
門知識を持つサイバーセキュリティの専門家育成が必要である。
防災訓練、避難訓練と同様に、サイバー攻撃をシミュレーションし、実際に次のアクションを判断・
実行するための環境を提案する。

政策展開に
係る意見

サイバー攻撃への対処に当たっては、御意見のとおり、座学のみなら
ず、訓練・演習も重要と認識しており、2.3. (ス)において訓練・演習の実
施を盛り込んでいるほか、体制整備や人材育成等を含め、多角的に取
り組むこととしております。御意見については、これらの取組を推進する
に当たり、参考とさせていただきます。

12 個人（11） 1 P.9 2.1. (2) (エ)
現在の利用規模が想定より小さいのであれば、現行の制度・システム自体に利活用を阻害する
要因が存在するのでは、という観点からも検討をするべきではないか。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

13 個人（11） 2 P.11 2.1. (2) (ナ)

IPAや経済産業省の公式ページを日常的にチェックする人は少ないと思われる。より多くの国民
に情報が届き、活用されるよう、普及・広報の方法は工夫されたい。

政策展開に
係る意見

普及啓発活動においては、イベント・セミナーの開催やポスターの活用
等も行っています。引き続き、国民の方々に広く知っていただけるように
取り組んでいきます。

14 個人（11） 3 P.12 2.1. (3) (コ)

いわゆるサイバー刑法の運用については警察も当事者であるため、警察庁も関係機関として明
記すべきではないか。
また、「適正な運用」の内容が不明確であるところ、証拠物品の取扱いに関する不祥事が発生し
ている現状を鑑み、漏えい、改ざん、遺棄その他の証拠物品の不適切な取扱いの予防と事後検
証を可能にする管理体制の構築が必須であり、そのために必要な検討を行うべきである。

修正意見 御意見を踏まえ、「検察当局及び都道府県警察において」と修文しまし
た。なお、証拠物品に関する管理体制に関する御意見につきましては、
今後の施策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

15 個人（11） 4 P.15 2.3.

文書管理における電子データの取扱いの重要性が一層高まることに鑑み、公文書管理法の施
行五年後の見直しにおいて、サイバーセキュリティの観点からの検討・検証を行えるよう、必要な
情報収集や論点の整理などの準備をすべきではないか。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

16 個人（11） 5 P.15 2.3. (ア)

政府統一基準の次期改定の予定時期が決まっているのであれば、その時期を記載してはどう
か。

修正意見 新たな脅威や課題については、いつ発生し、その課題への対応がどの
程度必要となるかは判りません。よって、年次計画に改定時期を掲げる
ことは馴染まないと考えており、原案のとおりとさせていただきます。

17 個人（11） 6
P.15
P.19

2.3. (1) (ウ)
3.1. (2) (ア)

今後調達されるシステムについてのみならず、現在調達中、および調達済みの情報システムや
関連機器についてもサプライチェーン・リスクやトレーサビリティの調査をすべきではないか。

政策展開に
係る意見

2.3. (1) (ウ)における「サプライチェーン・リスク」への対応は、システム調
達時だけではなく、調達済みシステムの運用業務に係る外部委託の際
にも適用されるものと考えております。御意見については、今後の取組
の参考とさせていただきます。
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18 個人（11） 7 P.17 2.3. (1) (ツ)

政府統一基準群のみならず、各府省庁の関連する内部規則（行政文書管理規則、特定秘密保
護規程など）それぞれについて、各種対策の強化に応じた改訂がなされるよう検討すべきではな
いか。

政策展開に
係る意見

行政文書管理規則、特定秘密保護規程等の各府省庁の内部規則につ
いては、それぞれ個別の法令や基準等に基づき規定されており、各種
対策の強化に応じた改定については、それらの法令等の改正等の際に
行政機関間で連携することにより対応しております。御意見について
は、引き続き行政機関間の連携を図る上での参考とさせていただきま
す。

19 個人（11） 8 P.26
4.1. (2) (ア)
4.2. (1)

融合領域の研究促進にあたっては、同時に専門的な人材育成をも行うという観点から、法科大
学院や公共政策大学院との連携も併せて推進対象として明示すべきではないか。

修正意見 御指摘の内容については、今後の取組の検討に当たっての参考とさせ
ていただきます。

20 個人（11） 9 － 全般
英字略語については、初出のときに必ず正式名称を併記するとともに、全て用語解説で説明を
加えるよう修正を求める。

修正意見 御指摘の点につきましては、用語解説に記載することとしています。

21 個人（11） 10 － 全般

各用語について、本文では表記を統一するよう修正を求める。例えば、「セキュリティ・バイ・デザ
イン」を「SBD」と略すことがある旨は用語解説を読まなければわからず、本文だけではこの二語
が同一概念とわからない。

修正意見 御意見を踏まえ、「SBD」を「セキュリティ・バイ・デザイン」へ修正しまし
た。

22 個人（11） 11 － 全般

各項目記載の検討事項について、審議会や有識者会議など、検討を行う会議体が確定している
又は既に検討が始まっている場合は当該会議体名称を明記するよう修正を求める。(例：4.2.(ウ)
の「産業構造審議会商務流通情報分科会情報経済小委員会IT人材WG」)

修正意見 本年次計画は、施策の内容を主として説明するものであり、また、施策
の検討の場は複数の会議にまたがったり、都度見直されることなどもあ
ることから、記載しない方針としています。そのため、御指摘の4.2. (ウ)
につきましてもWG名を削除しました。なお、年次報告において、検討の
場などを含めた取組実績を記載する予定です。

23 個人（12） 1 P.29 4.2. (4) (エ)

情報処理技術者試験の更新制度について、以前存在した「情報セキュリティ・アドミニストレータ」
の扱いはどうするのか。
資格無効とするならば、同様に以前存在していた「第2種情報処理技術者」や「第1種情報処理技
術者」も資格無効とすべき。
一方、資格更新対象となるのであれば、過去存在した他の時代遅れの資格も更新対象とすべ
き。また、「情報セキュリティ・アドミニストレータ」については、今回新規追加となる「情報セキュリ
ティマネジメント」資格にアップデート可能なように制度設計願う。

政策展開に
係る意見

情報処理技術者試験は、受験時点の知識・技能を認定する試験であ
り、合格した事実が無効になるということはありません。経済産業省にお
いて、サイバーセキュリティに従事する者の実践的な能力を適時適切に
評価するための更新制度について、検討を行っております。なお、「情報
セキュリティマネジメント」資格にアップデート可能なような制度設計は検
討しておりません。

24 個人（12） 2 P.28 4.2. (4)

情報セキュリティ監査に係る資格として、「情報セキュリティ監査技術者試験」を新設してほしい。
試験範囲にはISO27000シリーズやJISQ15001等を含めると良いと考える。

［理由］
情報セキュリティが企業の命運を決めるほど重要になっている昨今、情報セキュリティ監査に係
る適切な資格が無い状況が続いている。ISMS審査員補資格は企業が30万円負担さえすれば、
ほぼ誰でも取得でき、個人で取得するには不適切と考える。また、CISM（公認情報セキュリティ
マネージャー）もあるが、今一つメジャーではなく、受験費用も維持費用も高過ぎる。他にも情報
セキュリティ関係の資格はあるが、どれも高額な費用がかかる。
会社法を改正し、上場企業には会計監査の他に情報セキュリティ監査も義務付けるべき時代が
到来していると考える。

政策展開に
係る意見

御指摘の内容については、今後の試験制度の見直し等施策の検討に
当たっての参考とさせていただきます。

25 個人（13） 1 －
2.1.
1.3

行政として「脆弱性チェックをするように事業者に対して補助的に指導」するというよりも、民間コ
ンテンツ制作事業者のサイバーセキュリティーの向上をさせるため、NISC等に属する国家公務
員としてのハッカーないしは行政部門からの外部委託先機関が、民間事業者への行政サービス
として当該事業者のサイバー上のプログラムに対してハッキングを仕掛けるなどの直接的な施
策を盛り込む必要があるかと思われます。

［理由］
事業者はサイバーセキュリティーに関する意識は高いものの、作成したプログラム等に対し外部
からハッキングをさせるコスト負担が重く、このコスト増を敬遠してサイバーセキュリティーの脆弱
性チェック無しにリリース（一般市場に販売）するケースが殆どです。民間のことは民間で対応が
基本方針とは思いますが、これら（特に資本力のない中小規模事業者）を放置すると、セキュリ
ティーホールのあるプログラムが社会の諸場面で浸透することになってしまうことが懸念されま
す。

政策展開に
係る意見

サイバーセキュリティの確保については、一義的に事業者自らの責任で
実施することとしています。
企業経営においてサイバーセキュリティ対策がやむを得ない「費用」では
なく、より積極的な経営への「投資」としてとらえられ、セキュリティが品質
として保証されるよう、経営層の意識改革等が必要であると考えており
ます。政府としましては、こうした考え方の下、各種施策を推進してまい
ります。
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26 個人（13） 2 － 5.

海外での研究活動を行う中で、何らかのインシデントに巻き込まれる、ないしは海外で重要な機
密を不意に得た場合、日本国民として日本政府のどことコンタクトをとり情報共有をはかるべき
かわかりません。とりわけサイバーセキュリティーに関しては個人での対応に限られますので、
私の手元の研究情報取得を懸念しています。

政策展開に
係る意見

今後の施策の検討に当たっての参考とさせていただきます。なお、内閣
官房及び法務省では国と国民の脅威に関する情報の提供を受け付けて
います。

27
日本アイ・
ビー・エム

（株）
1

P.3
P.4

1.2. (1) (イ)
1.2. (3) (ウ)

「サイバーセキュリティ経営ガイドライン」の策定に当たっては、民間の情報セキュリティ専門家の
参画も求めるべきである 。

［理由］
民間には情報セキュリティの専門的な知見・経験を提供している事業者が多く存在しており、民
間企業における情報セキュリティの実情や課題について精通している。「サイバーセキュリティ経
営ガイドライン」の策定においては、これら事業者の意見も反映すべきと考えるため。

政策展開に
係る意見

「サイバーセキュリティ経営ガイドライン」は、独立行政法人情報処理推
進機構の「サイバーセキュリティリスクと企業経営に関する研究会」にお
いて産学官の有識者を集めて検討を進めているところです。よりよいガ
イドラインとなるよう引き続き検討してまいります。

28
日本アイ・
ビー・エム

（株）
2 P.3 1.2. (1) (イ)

「当該ガイドラインも含めた企業の取り組みについて、（中略）、同ガイドラインの内容や利活用の
あり方も含めた指針の法制度化を、中小企業向けも含めて検討する。」に関し、企業向けのガイ
ドライン策定は重要であるが、サイバー空間がグローバルであることに鑑み、国際的な議論を促
進するとともに、必要に応じて日本がこれをリードしながら策定していくべきである。また、企業の
取り組みの多様性を考慮して、民間企業にはあくまで「一つの指針」としての活用を促すべきで
あり、認証取得等を法的に義務付けることは避けるべきである。

［理由］
日本国内に限定するのではなく、グローバルな視点に立って世界にも役立つものとなるよう、
「３．国際社会の平和・安定及びわが国の安全保障」に記載されているさまざまな国際協力の一
環として作成すべきと考えるため。結果として、日本の企業にとってもより有用なものとなる。ま
た、サイバーセキュリティの取り組みのレベルは、業態・企業により多様であるため、ガイドライン
の遵守を義務付けることは避けるべきと考える。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、今後の施策の検討に当たっての参考とさせ
ていただきます。

29
日本アイ・
ビー・エム

（株）
3 P.4 1.2. (3) (イ)

「製品開発者が情報セキュリティ上の観点から配慮すべき事項」については、国際的なセキュリ
ティ標準も踏まえて設定すべきである

［理由］
ソフトウェア製品や情報システムの開発段階におけるセキュリティ要件については、ＩＳＯ／ＩＥＣを
始めとする国際的な標準があり、上記の「配慮すべき事項」はこれら先行する標準も踏まえて規
定すべきと考えるため。

政策展開に
係る意見

御指摘の通り、国際的なセキュリティ標準を踏まえた製品開発は重要と
考えております。御意見の内容については、今後の施策の検討に当
たっての参考とさせていただきます。

30
日本アイ・
ビー・エム

（株）
4 P.4 1.2. (3) (エ)

「発注者が把握できない多重の再委託の防止」に関して、そのための要件や防止策を検討する
ための研究会を設置してはどうか。

［理由］
サプライチェーンは末端に行くにしたがって「発注者が把握できない」状況になりやすい。本戦略
の目的を達成するため、サプライチェーン全体のセキュリティを向上させるための指針や具体策
について、官民の協力により検討する協議体にて議論することが望ましいと考えるため。

政策展開に
係る意見

御指摘のような課題については、現在経済産業省内で検討しているとこ
ろです。御意見の内容については、今後の施策の検討に当たっての参
考とさせていただきます。

31
日本アイ・
ビー・エム

（株）
5 P.5 1.3. (2) (ア)

「営業秘密官民フォーラム」が目的とする「最新の手口や被害実態などの情報の共有」について
は、既に同様の目的の協議体が複数存在する。民間企業に過度な負担とならないように、これら
協議体の運営や整理統合を図るべきである。

［理由］
本項記載の目的には賛同するものの、各省が類似の目的で設置した協議体が増えるに従い、
参加を求められる民間企業の負担は増大する。今後、手口の巧妙化、複雑さが増大することが
見込まれるため、官民で情報共有を図る場の数を絞り、参加者が同じ情報を共有する方が効果
的であると考えるため。

政策展開に
係る意見

官民での情報共有等は重要である一方、御指摘のとおり、それが民間
企業にとって過度の負担とならないようにすることも、重要であると考え
ます。御意見の内容については、こうした官民での取組の在り方に関す
る今後の検討に当たっての参考とさせていただきます。
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32 個人（14） 1
P.3
P.26

1.1. (4) (ア)
4.1. (3) (エ)

「経済産業省において、．．．システムの品質、安全性、効率を向上、両立させるための革新的、
先端的技術の基礎研究に取り組む。」の施策には、「情報セキュリティ研究開発戦略（改訂版）
（2014年７月情報セキュリティ政策会議決定）P.32　6. （2）の⑦ソフトウェアの安全性確保」で記述
されている「脆弱性を作り込まないソフトウェア開発技術」は含まれているとの認識で合っている
か。当該技術は、攻撃者優位のAPT攻撃環境を逆転する革新技術であるため、産学官の英知を
結集したオールジャパン態勢で最優先案件として予算化および実施してほしい。

［理由］
APT攻撃を完全に防御するためには、数学的に脆弱性を含まないことが証明されたソフトウェア
開発技術に基づくIoTシステムのOS、通信プロトコルおよびアプリケーションの開発が必要であ
る。

政策展開に
係る意見

御認識のとおり、本施策には「脆弱性を作り込まないソフトウェア開発技
術」も含まれています。

33 個人（14） 2 P.16 2.3. (1) (ク)

内閣官房による各府省庁の情報システムの公開された脆弱性等への対応やサイバー攻撃に係
る対策の実施状況の調査周期をリアルタイムのAPT攻撃に対して実効性を挙げるために現行の
１年から短縮化されたい。

［理由］
現状のサイバー防御技術ではＡＰＴ攻撃を完全に防御できないため、情報セキュリティリスク管
理を適時に行うために情報資産の脆弱性やセキュリティ設定の継続的監視が必要である。米国
の連邦政府および米軍では、APT攻撃に対応するためにリアルタイムのセキュリティ常時監視が
導入されている。

政策展開に
係る意見

「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準の策定と運用等
に関する指針」（平成26年５月19日付け情報セキュリティ政策会議決定）
の２-２に示すとおり、各府省庁における対策の実施状況の点検は、各
府省庁の責任において実施することを原則としており、内閣官房におけ
る点検は、政府機関全体として更に効果的かつ効率的に実施する観点
から実施しているものです。内閣官房では、今後、サイバーセキュリティ
基本法に基づき、各府省庁のセキュリティポリシーの運用状況につい
て、PDCAサイクルが機能しているかなどのマネジメント監査を行うこと
により確認していくこととしているところであり、御意見については、今後
の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

34 個人（14） 3 P.19 3.1. (1) (エ)

「防衛省情報通信基盤(DII)のクローズ系及びネットワーク監視器材に最新技術を適用していく。」
を次のとおり修文する。
「防衛省情報通信基盤(DII)のクローズ系及びネットワーク監視器材に情報資産の脆弱性及びセ
キュリティ設定の継続的監視ができるセキュリティ常時監視技術を適用していく。」

［理由］
APT攻撃に対する実効性のある技術として最新技術という表現では、具体的に何をするのか分
からないため、最新技術として実効性の高い技術を（オ）および（カ）の表現と同様レベルで明示
的に表現すべきである。

修正意見 御意見を踏まえ、以下のように修文しました。
「防衛省情報通信基盤(DII)のクローズ系及びネットワーク監視器材に常
続監視等を強化するための最新技術を適用していく。」

35 個人（14） 4 P.25
4.1. (ウ)
4.1. (1)

総務省の「ネットワークの各構成要素における最適な情報セキュリティ設定の自動的導出」を目
標とした「ネットワーク全体におけるリスク評価・検証技術の研究開発」は、現在のセキュリティ常
時監視の基盤技術であるSCAPに代わる技術を開発することですか。現行SCAPは、情報セキュ
リティポリシーに基づくOSおよびアプリケーション毎のセキュリティ設定のベースラインを事前作
成することを前提としてリスク評価・検証を行うセキュリティ自動化技術である。APT攻撃に対す
る実効性のある当面の対策を行うためには、対策の適時性の観点から現行SCAPに基づくセ
キュリティ常時監視ソリューションの活用も検討すべきである。また、当該施策を実現するための
「ネットワーク全体におけるリスク評価・検証技術の研究開発」の具体記述を、「4.1. 1 (1)サイバー
攻撃の検知・防御能力の向上」の具体施策にSCAPとの関係も含めて明示的に表現すべきであ
る。

［理由］
「ネットワーク全体におけるリスク評価・検証技術の研究開発」が「4.1. (1)サイバー攻撃の検知・
防御能力の向上」のどの具体施策に対応しているのかわかりにくい。

政策展開に
係る意見

4.1. (ウ）は、4.1. (1)に該当するものではないたため、原案どおりとしま
す。なお、御意見の内容については、今後の取組の検討に当たっての
参考とさせていただきます。
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36 個人（14） 5 P.27 4.1. (5) (ア)

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）新規課題候補「重要インフラ等におけるサイバーセ
キュリティの確保」の「運用時における機器装置のセキュリティ確認技術」は、重要インフラ等の
制御システムのセキュリティ常時監視を実現するための基盤技術であるため、本来、重要インフ
ラの情報セキュリティ対策の責任箇所であるNISCが主導すべきであり、「情報セキュリティ技術
開発戦略」で取り挙げるべき最優先技術の１つである。したがって、「4.1. (5)関係機関との連携」
での具体記述だけではなく、「「サイバーセキュリティ2015（案）」の概要について」の記述と同様に
「4.1. 研究開発の推進」の方針記述（イ）として「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の枠
組み等によりAPT攻撃に実効性のある基盤技術および革新技術の研究開発を推進する。」を明
示的に記述すべきである。

［理由］
APT攻撃に対する実効性のある当面の技術は、セキュリティ常時監視技術である。また、APT攻
撃を完全に防御する革新技術の１つは、システムの強靱化のために脆弱性を作り込まないソフト
ウェア開発技術である。情報セキュリティ技術開発の有効性を高めるために、技術開発投資につ
いては、各省集約方式ではなくNISCが技術開発目標を明確にして投資優先度を決めるべきであ
る。

修正意見 各施策の並びは「サイバーセキュリティ戦略」の記載箇所と対応をさせる
構成としており、記載順序等が施策の優先度を示すものではない、原文
のままとします。
なお、御意見の内容については、今後の取組の検討に当たっての参考
とさせていただきます。

37

NPO法人
ウェブアク
セシビリ
ティ推進

協会

－
P.14他 2.2. (3) (ウ)他

全般

サイバーセキュリティの確保は極めて重要であるが、システムを利用する障害者・高齢者等に対
する情報アクセシビリティの確保に留意する旨、言及されたい。
2.2. (3) (ウ)を次のように変更するように提案する。
「利便性の向上とセキュリティの確保がバランスの取れたものとなるよう、また、アクセシビリティ
が確保されたものとなるよう」

［理由］
・セキュリティの確保ばかりを重視した結果、利便性に大きな影響を及ぼすという事象は、十分に
起こり得る。特に、高齢者や障害者などは、一般の人々よりも利便性の低下の影響を受けやす
く、利用不可能という状況に陥るような場合はセキュリティの確保施策について一考する必要が
あると考える。
・2011年に改正された「障害者基本法」、政府が2013年度から2017年度に講ずる施策として定め
た「第3次障害者基本計画」においても、行政情報のバリアフリー化、取り分けウェブアクセシビリ
ティの向上が明確に規定されている。
・例えば今回の意見募集において、電子メールにより意見を提出する場合、送付先メールアドレ
スが画像で表示されセキュリティが確保されているが、音声読み上げソフトを利用する視覚障害
者は送付先が把握できない。また、「電子政府の総合窓口（e-Gov）」では、「いたずらによる機械
的な意見提出を防ぐため」として画像認証が用いられており、同様に視覚障害者は独力で意見
を提出することができない。
・上記のメールアドレスの画像においては全角の文字を用いたり、画像認証とともに音声認証や
問合せ先のリンクを用意することによって、セキュリティを確保しながらアクセシビリティが確保で
きる。セキュリティの向上に取組む際は、アクセシビリティの確保にも留意されたい。
・マイナンバー制度における官民連携の認証連携で利用者による入力が求められるとしたら、ア
クセシビリティが確保されていなければ障害者・高齢者などの一部の国民だけが排除される恐れ
がある。

修正意見 2.2.(3) (ウ)については、「アクセシビリティ」は「利便性」に含まれるものと
考えておりますので原案通りとします。また、その他施策についても、障
害者基本法等を踏まえて実施してまいります。

38 個人（15） － － 全般

サイバー分野での役割は世界情勢で重要な位置づけにあるため、想定外の事が起きたとしても
何らかの対策により、国民の生命・財産が守られるような仕組みをお願いします。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、本計画の「2. 国民が安全で安心して暮らせ
る社会の実現」や「3.1. 我が国の安全の確保」等に記載している施策を
はじめ、各種施策を着実に推進することにより、万全を期していきたいと
考えております。

39 個人（16） 1 P.28 4.2. (2) (イ)

教育に携わる全ての関係者が情報セキュリティに関する基本的な知識を含む情報技術に関する
指導力の向上を目指した取組を進めるに当たり、指導主事、リーダー的教員等には、ＩＴパスポー
ト試験、情報セキュリティマネジメント試験など国家試験の合格を必要事項としてはどうか。
また、教育機関で育成する人材のレベルの明確化と併せて、教員にとって必要となるスキルや
教員向けの教材等は、ＩＴパスポート試験、情報セキュリティマネジメント試験などの合格を必要
条件にするなど、国家試験を活用してはどうか。

政策展開に
係る意見

いただいた御意見も参考にしながら、教員等の指導力向上の取り組み
について検討してまいります。
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40 個人（16） 2 P.28 4.2. (3)

＜突出した能力を有しグローバルに活躍できる人材の発掘・育成・確保＞
・情報処理技術者試験をベースとした「アジア共通統一試験」のＩＴパスポート試験を日本国内で
も実施してはどうか。
・IPAが「アジア共通統一試験」のＩＴパスポート試験のスコア、上位合格者を明確化し表彰するこ
とによって、ＩＴを利活用しているユーザー企業におけるIT人材が適切に評価されるのではない
か。
・スコア競技会、イベント的にＩＴパスポート試験を実施することで、学生やITを利活用している
ユーザー企業における社会人などがハイスコアを目指せることで、合格後の継続教育に繋がっ
ていくのではないか。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の施策の検討に当たっての参考と
させていただきます。

41 個人（16） 3 P.28 4.2. (4)

＜人材が将来にわたって活躍し続けるための環境整備＞
・「ここからセキュリティ！」のポータルサイトにウェブバナーから、ITパスポートや情報処理技術
者試験試験とリンクさせてはどうか。
・情報セキュリティサポーターの認定について、ITパスポートなど国家試験の合格を必要条件とし
てはどうか。
・「情報セキュリティ月間」において、ITパスポート試験の公式キャラクターとタイアップや、ウェブ
バナーからｉパス試験とリンクさせてはどうか。情報セキュリティに係わる基本的な知識の向上、
国家試験の周知、普及に繋がるのではないか。
・IPAでは、ＩＴパスポートの公式キャラクターも出てきたところである。今後は、ＩＴパスポートの公
式キャラクターを起用して、YouTubeや電車内の動画広告など、国家試験の広報活動に起用して
はどうか。

政策展開に
係る意見

いただいた御意見を踏まえ、今後検討してまいります。なお、情報セキュ
リティサポーターは、セキュリティ対策推進協議会（SPREAD）が実施して
いる制度であり、政府の管轄外であるため、お答えすることはできませ
ん。

42 個人（16） 4 P.28 4.2. (4) (イ)

＜情報セキュリティマネジメント試験について＞
・日曜日に５時間程度拘束されての受験は、受験者に過大な負担となる。ＩＴパスポートと同様に
小問、中問からなる半日程度で終えられる出題形式としてはどうか。
・情報セキュリティマネジメント試験の合格者については、登録型のアドオン資格とすることが資
格者の母数を確保する上で望ましいのではないか。
・情報セキュリティマネジメント試験の合格者に対しても、継続的な学習と新しい知識を身に付け
てもらえることが望ましいと思う。合格者における資格の更新制を推奨するため、CBT方式を目
指した試験としてはどうか。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の試験の検討に当たっての参考と
させていただきます。

43 個人（17） 1 － 1.1.

1.1節の「安全なIoTシステムの創出」で示されている、IoTシステムの提供側の観点での施策は
重要なものと考えます。ここに示されるように、まずは、安全なIoTシステムを創出することが第一
ではありますが、今後想定される社会インフラとしてのIoTシステムに対する利用者の広がりを考
えると、IoTシステムの利用側の観点での施策の検討も必要ではないかと考えます。

政策展開に
係る意見

IoTの利用者側視点での対応については、「2.1. 国民・社会を守るための
取組」における、事業者への働きかけや利用者への普及啓発の中で取
り組んでいきます。

44 個人（17） 2 － 2.1. (1)

2.2節(1)において、「安全・安心なサイバー空間の利用環境の構築」のための施策が示されてい
ます。この中に組み込みソフトウェアやスマートフォンについての施策も示されており、IoTシステ
ムについても考慮されていると思いますが、将来のIoTシステムを見据えた利用環境はどうある
べきかという観点（利用側の観点）からの検討も、IoTシステム自体の安全性（提供側の観点）と
合わせて、今後考えてゆくべき事項であると考えます。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

45 個人（18） － P.3 1.1. (4)

検討対象に「組込み向けハイパーバイザーを用いたセキュリティ向上の仕組み」を加えて欲し
い。また、ガイドラインの提示および評価認証制度においても、対象として「組込み向けハイパー
バイザーを用いたセキュリティ向上の仕組み」を加えて欲しい。

[理由]
組込み向けシステムに多く搭載されている代表的なプロセッサIPであるARM/MIPS/INTEL等に
おいて、OS環境の仮想化・分離をハードウェア側で支援する機能がサポートされるようになって
いる。組込み向けプロセッサにおいてもアクセス制御および完全仮想化を利用するハイパーバイ
ザーが開発され、システム機能を実現する部分とは独立に（分離された環境で）動作するモ
ジュールにより安全な起動・安全なファームウェア更新の実現に利用されている現状がある。
これらの状況を踏まえ、IoTシステムのセキュリティに係る技術開発・実装において、セキュリティ
の向上に組込み向けハイパーバイザーを用いるケースについても、利用可能な技術としての検
討ならびにガイドライン提示のための調査対象に加えるべきであると考える。

政策展開に
係る意見

頂いた御意見については、産官学の役割分担も踏まえて行われる領域
と考えておりますが、政府としてもIoTシステムのセキュリティに係る技術
開発・実証の施策を進めてまいります。
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46
日本オラ
クル（株）

1 P.8 2.1. (1) (ア)

提案として、以下のとおり修正（下線部を追記）。
(ア) 内閣官房において、事業者のセキュリティ・バイ・デザインに対する取組を促すとともに、各
府省庁等において、多層防御の構成がとれる仕組みに改善する等、こうした考え方に基づ く取
組が行われるよう働きかけを行う。

［理由］
「多層防御」も含めて情報漏えいや改ざんを阻止するといった対策を検討することが重要である
と考えます。

修正意見 本方針においては、特段例示はしていませんが、多重的な防御の仕組
みに関する重要性については、認識しており、「高度サイバー攻撃対処
のためのリスク評価等のガイドライン」（平成26年6月）でそれらを実現す
る際に採るべき手法について示されています。

47
日本オラ
クル（株）

2 P.17 2.3. (1) (ツ)

提案として、以下のとおり修正（下線部を追記）。
(ツ) 内閣官房において、（中略）、機密性・完全性の高い情報を管理するデータベースに対する
不正なア クセス等による情報漏えいや改ざん等について、多層防御により阻止する等の対策を
含め、政府統一基準を始めとした規程への反映に向けた検討を行う。

［理由］
「多層防御」も含めて情報漏えいや改ざんを阻止するといった対策を検討することが重要である
と考えます。

修正意見 御意見につきましては、「「高度サイバー攻撃対処のためのリスク評価
等のガイドライン」の運用等を通じて標的型攻撃に対する多重防御の取
組の加速を図るとともに、個人情報や機微な情報を始めとした機密性・
完全性の高い情報に焦点を当てた政府機関における情報管理の更なる
強化に向けて、取り扱う情報の性質や量に応じた情報システムの分離」
とされている部分に「多重防御の取組の加速を図るとともに」と記載して
おりますので、原案のとおりとさせていただきます。

48
日本オラ
クル（株）

3 P.17 2.3. (1)

提案として、以下の施策を追加。
(ト) 各府省庁におけるアイデンティティ管理・アクセス制御の厳正化を推進するとともに、属性
ベースアクセス制御（ABAC）等のベストプラクティスの導入を促進する。

［理由］
アイデンティティ管理やアクセス 制御はセキュリティ対策の中で極めて重要な事項の 一つです。
政府機関を守るための取組として加える必要があると考えます。

修正意見 2.3.(1) (ツ)において「政府機関における情報管理の更なる強化に向けて
検討を行う」旨を盛り込んでいるところであり、御意見の内容について
は、今後の検討に当たっての参考とさせていただきます。

49

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

1 P.3 1.2. (1) (ア)

オンラインゲーム業界の特性を踏まえ、エンターテイメント業界や、コンシューマー・データ配信
サービス事業者にとって、著しく不利益となるようなことがないよう攻撃の程度、範囲、影響の開
示の範囲を限定的にしていただきたい。

［理由］
アプリなどのコンシューマー・データ配信サービスは、法人間サービスと比較すると、攻撃される
頻度が高くなりやすく、単純にサイバー攻撃が発生した場合の想定リスク金額を契約書に基づい
て計算し開示するといったガイドラインとなった場合には、他業界と比較して著しくリスクが高いよ
うに見える可能性がある。

政策展開に
係る意見

情報開示の可能性及び関連する仕組みの検討にあたっては、開示によ
る企業の負担等も考慮し、関係者の意見も聞きながら、検討を進めてま
いります。

50

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

2 P.4 1.2. (3) (オ)

CSIRTの設立や連携について、税制上の優遇や斡旋も含めて、各種業界団体などと意見交換し
ながら進めていただきたい。

［理由］
ゲーム業界やエンターテイメント業界では中小企業やベンチャーも多く、組織内CSIRTについて
は窓口のみで、外部業者と連携を取る動きしかできないと思われる。そのため、特に中小企業や
各種業界団体に対しての（設立した場合に対しての）税制上の優遇や斡旋を行う形でないと、絵
に描いた餅に感じる。

政策展開に
係る意見

CSIRTの設立促進・支援、普及・連携促進に当たっては、関係者の意見
も聞きながら進めてまいります。

51

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

3 P.6 1.3. (1) (エ)

リバースエンジニアリングを行うことができる主体、範囲、目的を限定的に定め、厳格な条件を満
たすもの以外は、利用規約どおりリバースエンジニアリングを禁ずるという内容にしていただきた
い。

［理由］
本年の8月5日に、あるオンラインゲームにおけるシナリオやキャラクターがリバースエンジニアリ
ングされ、ネットに開示されるトラブルが発生した。セキュリティ目的だけにリバースエンジニアリ
ングをした場合においても、別の目的にも使用したり、流出したりする可能性がある。

政策展開に
係る意見

いただいた御意見の視点も含め、セキュリティ目的のリバースエンジニ
アリングに関する適法性の明確化に関する措置について検討してまいり
ます。
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52

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

4 P.8 2.1. (1) (ウ)

業界特性によっては適用が困難なコーディングルールを決められると開発側での制約になる可
能性があるため、範囲や程度について各種業界団体などと意見交換しながら進めていただきた
い。

［理由］
IPAにおいて整備したコーディングスタンダードの高信頼化は、現状IPAで提供しているセキュリ
ティに関するコーディングルールや心得のようなものと推測する。そのままであれば問題ないが、
業界特性によっては適用が困難なコーディングルールを決められると開発側での制約になる可
能性がある。

政策展開に
係る意見

IPAにおいて整備したコーディングスタンダードは、ソースコードの標準化
や品質の均一化を進めることを目的として、組織やグループ内のコー
ディングルールを決める際の参考となるような注意事項やノウハウを整
理したものです。そのため、これらの取組等は、開発者である民間企業
の制約にはならないと考えています。また、コーディングスタンダードの
整備にあたっては、産学の知見を集結して注意事項やノウハウを整理し
ていますが、御指摘の点も踏まえ今後検討を進めてまいります。

53

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

5 P.10 2.1. (2) (ウ)

現行の情報セキュリティ教育ではインターネットは危ないという内容を青少年に教えるものが多
いが、インターネットの有用性と危険性を半々で教える公平なものにしていただきたい。「危ない
から触らない」という回避ではなく、「どうすれば安全か」という適切な利用指導を中心にすべきと
考えます。

［理由］
今後の子どもたちの時代の世界はインターネットの活用力と、実際の仕事の能力が密接につな
がるため、「危ないから触らない」という回避ではなく、「どうすれば安全か」という適切な利用指
導を中心にすべきと考える。

政策展開に
係る意見

利用者の普及啓発については、頂いた御意見も参考に、「2.1.(2)サイ
バー空間利用者の取組の促進」の施策等で進めてまいります。
なお、「新・情報セキュリティ普及啓発プログラム」の「初等中等教育層に
向けた取組」において、学校現場等での指導にあたって、脅威に関する
知識だけでなく、最新の製品・サービス等の動向を踏まえ、何をすれば
よいのかという具体策も併せて提供することの必要性についても記載し
ています。

54

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

6 P.12 2.1. (3) (サ)

サイバー犯罪の捜査に支障をきたさない枠組みもあわせて検討すべきではないでしょうか。

［理由］
サービス運営しているスマートフォンゲームにおいて不正アクセス事件が発生し、捜査機関が被
疑者特定のためゲームに接続した際に使用されたキャリア側へ通信履歴の開示を求めたが、
ゲーム接続認証にはSSL通信を使用しており、秘匿性の高い通信であるとキャリア側に判断され
たため通信履歴は保存されておらず、追跡調査が行えなかった事案があった。
「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン」によれば、システムの安全性の確
保やその他業務の遂行に必要な場合、通信履歴を記録し保存することができる、とされている。
但し、通信履歴を記録するかどうかは事業者の任意であるため、通信履歴を保存していなかった
場合、上記のような問題が発生してしまう。

政策展開に
係る意見

サイバーセキュリティ戦略5.2.1 （3）において、「サイバー犯罪に対する事
後追跡可能性を確保するため（中略）適切な取組を推進する。」としてお
り、御意見の内容につきましては、今後の施策の検討に当たっての参考
とさせていただきます。

55

（一社）日
本オンライ
ンゲーム

協会

7 P.12 2.1. (3) (サ)

サーバ管理の会社が外国法人である場合や、サーバの設置場所が国外にある場合においての
ガイドラインおよびサイバーセキュリティ基本法などの法の適用範囲を明確化していただきたい。
具体的には、サーバ管理の会社が外国法人である場合や、サーバの設置場所が国外にある場
合は、適用となるのかなどについても記載をしていただきたい。

政策展開に
係る意見

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン」は、一般的
に、日本国内に拠点を設置して電気通信事業を行う者が適用対象にな
ると考えられます。

56 （株）ラック 1 P.2 1.1. (3)

ドローンや自動車IoT関連について国土交通省の関与が必要です。すでにドローンに関する法律
的整理が進んでいますが、一方で、自律飛行によるスパイ活動を行う、あるいは直接的な人的
被害を引き起こすドローンの開発が進んでいます。自動車については車載器やOBDインター
フェースから攻撃される事例が相次いでおり、何らかの対応が必要です。
農林水産業でIoTの利用が増えています。その整理に農林水産省の関与が必要です。現在のラ
ジコンヘリコプターによる農薬散布だけでなく、ドローンを用いた病虫害検査、ピンポイント農薬散
布などが自律飛行で行われる準備が始まっています。電子百葉箱や土壌の定点観測の結果の
自動収集も始まっています。里山管理として害獣の動態把握等にIoTセンサーは活用されていま
す。水産物の流通管理のために個々に電子タグを取り付けて、消費者に付加価値情報の提供を
行う取り組みも行われています。これらの活動を妨害したり、誤った情報を注入することで、高濃
度な残留農薬を含む農作物が流通させたり、農林水産物の市場経済を混乱させることが出来ま
す。

政策展開に
係る意見

御指摘のとおり、各分野において関係府省庁が参画することは重要で
あり、1.1.(1)や1.1.(2)で示したように、内閣官房が各府省庁に働きかけを
行ってまいります。

57 （株）ラック 2 P.2 1.1. (3) (ク)

IPAのソフトウェア等脆弱性関連情報取扱基準において脆弱性は「不正アクセス等の攻撃により
その機能や性能を損なう原因となり得る安全上の問題箇所」と定義されているが、これに「人の
生命、身体または財産を侵害する原因となり得る安全上の問題箇所」を加える必要があります。
また、人の生命、身体または財産に対する攻撃について、全体的に見直す必要があります。

政策展開に
係る意見

御指摘の点は、不正アクセス等の攻撃によりその機能や性能を損なうこ
とによって生じるものに含まれると考えております。今後の施策の検討
に当たっての参考とさせていただきます。
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58 （株）ラック 3 P.3 1.1. (4)

医療機器に対する案がありません。厚生労働省が適切かどうかは分かりませんが、薬剤注入型
ウェアラブルデバイスが不正アクセスによって異常な動作を引き起こされた場合や、センサー型
ウェアラブルデバイスからのセンシティブな医療情報の流出などに関するリスク評価をするため
にも、医療機器特有の技術開発が必要です。

政策展開に
係る意見

御指摘の点の必要性も含め、1.1(3) (エ)の検討を進めてまいります。

59 （株）ラック 4 P.3 1.1. (4) (カ)

有人運転の自動車に限らず、IoTデバイスが物理的かつ自律的に移動するという考えが必要で
す。ドローン、掃除ロボット、自動運転する自動車などが、プログラムのバグあるいは不正攻撃に
よって引き起こされる問題を最小限にするための取り組みが必要です。問題は引き起こされるこ
とが前提です。

政策展開に
係る意見

御指摘のとおり、IoTシステムには移動する構成要素もあり、1.1. (4)の各
施策をはじめとしたIoTのセキュリティ確保に向けた取組はその視点も踏
まえて進めてまいります。

60 （株）ラック 5 P.11 2.1. (2) (チ)

(ここの場所での指摘が良いかどうか分かりませんが)標的型攻撃の訓練だけでなく、IoTデバイ
スへの攻撃に対する訓練の研究を始める必要があります。情報漏洩だけでなく、物理動作を伴う
IoTデバイスに攻撃を受けた場合にどのような対応が可能であるのかを示せるようにする必要が
あります。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

61 （株）ラック 6 P.25 4.1. (1)

※施策の追加
侵入検知が間に合わない場合に備えて、危険な作動を予防するシステムも必要です。IoTデバイ
スの表面上のコントロールまでは攻撃されることを前提とし、最後のモータやエンジンを動作させ
る部分のリミッターのようなものを検討する必要があります。侵入を伴わない攻撃や、プログラム
バグによる想定外動作にも対応しなければなりません。

政策展開に
係る意見

IoTシステムを介して実空間とサイバー空間が融合するという特性も踏ま
え、セキュリティに関する取組はは、御指摘のような点も含めて進めてま
いります。

62

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

1 － 全般

＜官民連携＞
サイバーセキュリティの体制が効果的であるためには、国内及び世界の民間団体との協力が、
明確な役割として組み込まれている必要があります。この点、グローバルなソフトウェア、IT企業
は、最先端のソフトウェア・ソリューションや、企業向けベストプラクティスを開発する豊富な経験
を有しております。
日本政府は、現在、業界ごとのサイバーセキュリティ・ガイドラインを策定していますが、私たち
は、その過程において、官民連携を活用すること、及び国際調和を達成するために国際基準を
採用することを強く要望します。内閣官房内閣サイバーセキュリティセンター（NISC）が本計画案
を完成し、実行し、日本のサイバーセキュリティを高めるために各政府機関・団体の責任範囲に
ついて取り決める際、民間団体が必要に応じた役割を十分に担うことができるよう要望します。

政策展開に
係る意見

サイバーセキュリティ政策の推進にあたっては、民間団体の御意見等も
踏まえつつ、産学官民が連携し、推進するよう努めてまいります。具体
的な役割等については、御意見も踏まえ、今後検討してまいります。

63

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

2 － 全般

＜サイバーセキュリティに関する国際的アプローチ＞
どのような国又は政府であっても、単独でサイバーセキュリティリスクを解決することはできませ
ん。非政府組織や国際的な連携先と協働することは、サイバーセキュリティの効果的なアプロー
チにおける欠かせない要素です。国際市場において成長し続けられるよう日本企業の競争力を
維持しつつ、サイバースペースにおける安全確保の運用効率を高めるためには、国内ポリシー
を策定する際に、グローバルな視点を持つことが重要です。
従って、日本政府においては、地域間及びグローバルでの情報共有及び保護を最大化するため
に、国際的、自主的かつ市場主導の基準を活用することを強く求めます。

政策展開に
係る意見

サイバーセキュリティに関する基準については、御指摘の国際性や自主
性、市場の観点は重要であると考えています。御意見の内容について、
今後の施策の検討に当たっての参考とさせていただきます。



 - 11／17 -

ページ 章節項
枝番 意見の種類概要

通し
番号

提出者 該当箇所
御意見に対する考え方及び修正内容

64

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

3 － 全般

＜情報共有＞
サイバーセキュリティに対する脅威、脆弱性、インシデントといった情報につき、影響を受ける者
と攻撃からの防御手段を開発する者が共有できるようにすることは大変重要です。攻撃は、民間
か政府機関かを問わず、また、国を超えてなされるため、情報共有に関する政策は、官民で又
は民間企業・政府機関のそれぞれの間での情報共有を促進するものとすべきです。この観点か
ら、本計画案を最終化する際、日本政府が上記の原則を考慮するよう求めます。

(1) 適切な目標を定めた政策を通じて、情報の共有及び受領に対する法律又は規制上の潜在的
影響を明示的に限定することにより、民間機関が、国内及び海外において、サイバー脅威の指
標に関する情報を他の民間機関又は政府と自発的に情報共有できる権限を付与すること
(2) サイバー脅威の指標を適時に共有することを妨げずに、サイバー脅威情報の共有により影
響を受ける者のプライバシーを保護する適切な政策を策定すること
(3) 関連するサイバー脅威の情報を民間部門と共有する権限を政府機関に付与し促進すること、
及び当該情報共有の期間を早めること
(4) 民間機関による政府及び民間双方との間の情報共有を促進すること、共有される情報につ
いて義務づけられる契約上の条件を最小限にすること、並びに、影響を受ける当事者が適切な
取引上の合意を締結できるような柔軟性を提供すること
(5) 官民の情報共有のための民間のポータルを構築すること、及びこれらの情報共有及びその
他の状況に対する賠償保険が提供されるようにすること。
(6) 共有されたサイバー脅威の情報は、受領者によりサイバーセキュリティ促進にのみ用いら
れ、その他の目的に用いられず、及び、政府と情報を共有した場合にはその情報はサイバーセ
キュリティ促進又は限定された法の執行にのみ用いられることを保証すること

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

65

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

4 P.2 1.1. (3)

IoTシステムのセキュリティに係る制度整備に関しては、脅威モデルを定義することなくして、開発
側が脅威を軽減することは不可能であるため、(3)に記載される全ての項目は、各省により軽減
すべき脅威モデルを定義した上で実行されるべきです。従って、「各省により、下記各項目におい
て軽減すべき脅威モデルを定義した上で」との文言を、（ア）の項目が始まる前に追加して記載す
るのが良いと考えます。

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

66

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

5 P.2 1.1. (3) (ア)

以下のように修正（下線部を追記）することを要望します。
「経済産業省において、軽減すべき脅威モデルを定義した上で、IoT及びサイバーフィジカルシス
テムへの脅威シナリオ及び攻撃についての国際的なベストプラクティス及び評価を参考にしつ
つ、IPAを通じて、IoTシステムに含まれる機器等に関して、攻撃事例や利用形態を基に整理を行
い、国際的かつ自主的基準に基づいた総合的なガイドラインの確立に向け、脅威分析とセキュリ
ティ対策の明確化を図る。また、その際には、製品開発側にも調査を行い、脅威軽減に向けた努
力に関する背景知識を得るものとする。」

［理由］
日本政府が国内向け独自基準を策定するのではなく、国際的、自主的かつ市場主導的な基準を
活用することを強く求めます。サイバー脅威がグローバルなものであることを鑑みれば、効果的
なサイバーセキュリティ戦略は、その効果を確実にするために国際的な視点が必要です。

修正意見 国際的な視点を参考にしつつ取り組むことは重要であると考えておりま
す。御指摘の内容につきましては、今後の施策の検討に当たっての参
考とさせていただきます。

67

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

6 P.2 1.1. (3) (イ)

以下のように修正（下線部を追記）することを要望します。
「総務省において、軽減すべき脅威モデルを定義した上で、国際的なベストプラクティス及び評価
を参考にしつつ、IoTシステムに関する横断的な取組の1つとして、ウェアラブル端末等のM2M機
器の運用の実装上のセキュリティに係る横断的なガイドライン策定の検討を実施する。」

［理由］
国際的な経験が有益であることは同様です。

修正意見 御意見を踏まえ、以下のとおり修文致します。
「総務省において、国際的な動向も踏まえ、IoTシステムに関する横断的
な取組の1つとして、M2M機器の運用の実装上のセキュリティに係る横
断的なガイドライン策定の検討を実施する。」

68

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

7 P.2 1.1. (3) (ウ)

以下のように修正（下線部を追記）することを要望します。
「経済産業省において、軽減すべき脅威モデルを定義した上で、国際的なベストプラクティス及び
評価を参考にしつつ、エネルギー分野におけるIoTのセキュリティガイドラインとして、スマートメー
ターのセキュリティの評価技術・手順の実証を行う。」

修正意見 スマートメーターのセキュリティ評価については、資源エネルギー庁に設
置されたセキュリティ検討ワーキンググループの報告書（2015年7月）に
示された、国際基準も踏まえた対策要件を参考に検討しておりますが、
脅威等については今後の動向を踏まえて検討を行う必要があり、本計
画においては原案のとおりとさせて頂きます。
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69

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

8 P.2 1.1. (3) (エ)

以下のように修正（下線部を追記）することを要望します。
「厚生労働省において、軽減すべき脅威モデルを定義した上で、国際的なベストプラクティス及び
評価を参考にしつつ、医薬医療機器法上の医療機器のサイバーセキュリティについて検討を進
める。」

修正意見 御指摘の点も参考にしつつ、1.1.(3) (エ)の検討を進めてまいります。な
お、今後検討を行う範囲・方向性が限定されないよう、修正は行わない
ことといたします。

70

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

9 P.3 1.1. (4) (ウ)

以下のように修正することを要望します。
「経済産業省において、世界的でスケーラブルな認証制度及び基準に則した制御システムのテ
スト環境を用い、システム全体の脅威分析、リスク評価を行う技術を開発し、評価・認証制度や
サイバー演習へと活用する。その際には、Common Criteriaのような国際的アプローチを採用し、
世界の知見を活用するとともに、世界規模での脅威低減に貢献できるようにする。また、IoTの分
野毎に求められる異なる評価、脅威モデルの定義及び認証制度に留意するものとする。」

［理由］
日本が国際的、自主的で、かつマルチステークホルダープロセスを通じて開発された認証制度を
採用することを強く求めます。そして、そのような基準の一つが世界の共通基準（Common
Criteria） であり、これを採用するのが本件においても有益と思われます。また、IoTの分野毎(例
えば、ウェアラブル機器、原子力施設等)に求められる評価・認証制度に留意し、それぞれ異なっ
たアプローチにより開発することが重要です。

修正意見 評価・認証制度や演習の実施にあたっては、国際的な動向を参考にして
おりますが、共通基準の採用にあたっては、今後の動向を踏まえて検討
を行う必要があり、本計画においては原案どおりとさせていただきます。

71

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

10 P.3 1.1. (4)

下記施策を追加することを要望します。
「経済産業省において、国際的IoTコンソーシアムにより開発された事業モデル及び利用事例を
実現するIoTアーキテクチャに基づいた実用的なセキュリティフレームワークに関する調査を実施
し、これら国際的IoTコンソーシアムとの共同実証実験の実施について検討する。」

［理由］
本計画案には、この経済産業省の重要な取組みが盛り込まれていません。世界的な競争力を実
現するには、日本の産業界がIoT分野における専門知識を有する国際的なIoTコンソーシアムと
連携し協働することが重要です。

修正意見 IoTの推進やセキュリティ対策の推進にあたり、国際的な視点は重要と
考えており、御指摘の内容につきましては、今後の施策の検討に当たっ
ての参考とさせていただきます。

72

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

11 P.4 1.2. (3) (エ)

以下のように修正することを要望します。
「経済産業省において、情報システム開発・運用に係るサプライチェーン全体のセキュリティ向上
のため、情報システム開発・運用に係る取引の適正化を図るための制度整備を行う。」

［理由］
現在の世界規模の供給モデルの中で、多重の再委託を禁止することは不可能であり、一社に全
ての清算を要求することは現実的でないことから、本記載について懸念を有します。コスト削減
効果と効率を高めるために必要な委託と再委託から生じるサプライチェーンリスクの管理につい
ては、リスクベースアプローチを採用するべきです。

修正意見 本案における制度整備は、多重の再委託を禁止することを念頭におい
たものではなく、サプライチェーンのセキュリティのガバナンスを強化する
ことを念頭においたものです。
なお、懸念が発生する表現を避ける観点から、趣旨については変更あり
ませんが、頂いたご意見の通り、表現を修正します。

73

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

12 P.6 1.3. (1)

下記施策を追加することを要望します。
「経済産業省において、2020年の東京オリンピック・パラリンピック及びそれ以降に向け、日本の
サイバーセキュリティの進展を妨げているセキュリティにおける障害について理解し、効率的で革
新的なサービスと製品によりこれらの障害を克服するため、民間との対話及び連携を推進す
る。」

［理由］
2020年に開催する東京オリンピック・パラリンピックを控え、日本ではサイバーセキュリティに関す
る関心と懸念が高まっています。しかし、これらの懸念は、未だ、日本のサイバーセキュリティに
係る課題を革新的な製品とサービスにより解決していくために業界と活発な議論を行うまでには
至っていません。サイバーセキュリティ問題に適切に取組むためには、政府が、官民連携の構築
と強化を促進し、リードしていく必要があります。

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。
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74

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

13 P.13 2.2. (1) (ウ)

日本政府が、サイバーセキュリティ上の懸念を解決するために情報共有が重要であることを十分
に認識されていることは大変素晴らしいことですが、本記載のままですと、重要インフラ分野以外
において、任意・匿名ではなく、強制的な情報共有の対象となるようにも読み得るため、任意・匿
名であることを明確化すべきと考えます。即ち、流動的な脅威環境においては、パートナーシッ
プ、信頼及びインセンティブの上に成り立つ情報共有が最も効果的であり、企業等がサイバーリ
スクを管理する上で最も良く機能すると考えます。また、情報共有に関して適切な賠償責任の制
限が提供されることは非常に重要です。

修正意見 本案は、サイバーセキュリティ戦略に基づくもので、同戦略の5.2.2 (1)に
おいて「重要インフラ防護の範囲等の不断の見直し」としているとおり、
重要インフラ分野以外においても必要な範囲において重要インフラと同
様の取組を行っていくべき旨を記載しているものです。

75

BSA | ザ・
ソフトウェ
ア・アライ
アンス

14 P.16
2.3. (1) (オ)
2.3. (1) (カ)

経済産業省において、政府調達推進のために又は暗号化モジュールに関し、評価及び認証手
続の改善又は試験及び認証制度の普及を図る旨記載されています。これらの試験、評価及び認
証手続についても上記同様、各政府機関において試験済みや認証済みの製品の迅速な展開が
可能となるよう、国際的なベストプラクティス及び基準に則したものとしていただけるよう要望しま
す。

［理由］
BSAは、日本政府が、政府機関の保護のために、世界的なベストプラクティス及び国際基準を採
用すべきであると考えており、最新の脅威から防御するために世界中から最も優れた技術を日
本において展開することを困難とするような日本独自の基準を策定することがないよう要望しま
す。

政策展開に
係る意見

IPAで運営している暗号モジュールの試験及び認証制度では、国際標準
ISO/IEC19790の一致規格であるJIS X 19790を暗号モジュールセキュリ
ティ要求事項として採用しております。

76
（一社）新
経済連盟

1 P.5 1.3. (1) (イ)

クラウドセキュリティガイドラインの普及促進にあたって既存のガイドラインと連携して進めていた
だきたい。

［理由］
大学や研究機関等で既に作成・普及促進をしているため、これらの動きと連携した方がより速や
かな対応ができるため。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

77
（一社）新
経済連盟

2 P.20
3.2. (1)
3.3.

国際的なサイバーセキュリティ政策について、我が国政府が民間の自主的取組を尊重した方向
性を主体的に示していくべきことを明記すべき。

［理由］
民間によるサイバーセキュリティ確保に向けた活動が委縮しないようにするため。

政策展開に
係る意見

方向性については「サイバーセキュリティ戦略」において、自律性の尊重
を基本原則として掲げているとおり、国際的なサイバーセキュリティ政策
においても、民間の自主的取組を十分に尊重して実施してまいります。

78
（一社）新
経済連盟

3 P.21 3.2. (2)

我が国政府が特定のセキュリティ手法やセキュリティ技術を民間事業者に課すことがないように
すべき。

［理由］
民間の対応に柔軟性がなくなり、日本特有のガラパゴス的な対応になる可能性があるため。

政策展開に
係る意見

御指摘の点については、「サイバーセキュリティ戦略」において、自律性
の尊重を基本原則として掲げているとおり、民間の自主的取組を十分に
尊重して実施してまいります。

79
（一社）新
経済連盟

4 P.27 4.2.

政府による民間の自主的取組みの尊重と支援について追記すべき。

［理由］
人材育成策も民間との協同で実施しているものが含まれているように、技術の進展が早いサイ
バーセキュリティ上の課題については、政府機関主導だけではなく、民間の自主的な取組みを尊
重し、政府がそれらを支援することにより、柔軟性を確保でき効率的であるため。

政策展開に
係る意見

上述のとおり、自主的取組みの尊重については「サイバーセキュリティ
戦略」において基本原則として掲げています。なお、本年次計画は、同
戦略に基づき主に政府が取り組む施策を取りまとめたものですが、
4.2.(ア)で示した「新・人材育成プログラム」において、産学官が連携して
取り組むことの重要性等について記載しています。

80
（一社）新
経済連盟

5 P.28 4.2. (2) (ア)

①教育委員会や各機関の職員、先生方にセキュリティのリスクマネジメントを国全体で徹底的に
教育して頂きたい。
②産学連携で協力して推進して頂きたい。

［理由］
初等中等教育機関や教育委員会の職員、先生方の情報セキュリティに対するモラルが高いとは
言えない。例えばUSBキーを無くした場合も特段処罰があるわけでもなく、新たなセキュリティ対
策を講じる事もなく穏便に処理されていると考えられるため。

政策展開に
係る意見

いただいた御意見も参考にしながら、教員等の指導力向上の取り組み
について検討してまいります。
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81

（一社） 日
本電気制
御機器工

業会

－ P.3 1.2. (1) (イ)

“1.2. セキュリティマインドを持った企業経営の推進”に記載があるサイバーセキュリティ経営ガイ
ドラインについて、日本電気制御機器工業会　制御システムセキュリティ研究会では、制御シス
テムセキュリティの必要性を強く感じておりますが、企業若しくは経営者へ理解して頂くことは難
しく、政府が計画されているサイバーセキュリティ経営ガイドラインの策定・普及に賛同いたしま
す。

“また、当該ガイドラインも含めた企業の取り組みについて、第三者認証等によりステークホル
ダー等から客観的に評価される仕組みを検討する”との記載がありますが、第三者認証は既存
の制度の活用と独立した制度を構築する２つの手法があるかと思いますが、どちらがより普及し
やすいのか検討をしていただくことを希望します。

賛同意見 御賛同意見として承ります。より良いガイドラインとなるよう検討を進めて
まいります。

82

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

1 P.2 1.1. （3）

IoTをシステムとして考えた場合、それらを統括するサービスサイトが持つ、情報配信、デバイス
全体またはグループの制御や調整、ソフトウエア、ファームウエアの配信、データの収集といった
機能が侵害されることによるリスクは非常に大きなものがあります。このようなサイトは非常に多
数のデバイスに影響を与えうるため、一般のサイトに比べて遙かにリスクが高いと思われ、こうし
たサービスに関するリスク評価の考え方やセキュリティガイドラインも併せて整備していく必要が
あると考えます。

政策展開に
係る意見

IoTシステムの特性も踏まえ、御意見の内容につきましては、今後の取
組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

83

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

2 P.8 1.1. （4）

IoT機器への近年の攻撃傾向を見ると、事前に機器やソフトウエアをリバースエンジニアリングす
ることで、必要な情報を得ている場合が多数を占めています。単純なプログラムの難読化といっ
た方法が破られてしまうことも多く、こうしたリバースエンジニアリング対策、とりわけファームウエ
アやアプリケーションのリバースエンジニアリングを防止するための標準的な技術開発が重要で
あると考えます。こうした内容の施策として検討いただければと考えます。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、IoTシステムに限ったものではありません
が、産学官の役割分担も考慮しながら、今後の取組の検討に当たって
の参考とさせていただきます。

84

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

3 P.4 1.2. （3）

情報システムのセキュリティは、その開発～運用にいたる作業にたずさわるすべての人が、その
持ち場でのセキュリティに気を配れなければ維持することは困難です。セキュリティ専門家の数
をどれだけ増やしても、IT全体のボリュームに対してセキュリティ専門家が受け持てる範囲には
限度があります。従って、一般の情報システム関連業務の従事者全体について、セキュリティ意
識、知識の底上げを図る必要があると考えます。このための施策として、こうした人材におけるス
キルマップに関連するセキュリティ知識を必須要件として組み込み、またそれを評価する仕組み
が必要です。こうした施策も是非盛り込んでいただきたいと考えます。

政策展開に
係る意見

4.2.(ア)で示した「新・人材育成プログラム」において、情報通信技術者に
対し、情報システムのセキュリティのスキル向上させていくための取組が
ある旨記載しております。

85

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

4 P.5 1.3. （1）

すべてのサイバー攻撃の被害を完全に防ぎきること（リスクをゼロにすること）は困難です。ま
た、頻度は非常に低いが壊滅的な被害をもたらすようなインシデントも存在し、これらに対しての
技術的な対応がコスト対効果の面から十分にとれない場合も考えられます。このようなケースに
対しての損害補填を目的とした保険制度、ビジネスの強化も必要と考えます。

政策展開に
係る意見

「サイバーセキュリティ戦略」において「IoTシステムの提供するサービス
の効用と比較してセキュリティリスクを許容し得る程度まで低減していく
ことが、今後の社会全体としての課題（チャレンジ）となる。」旨を記載し
ております。今後の関連産業の振興において、御指摘の内容につきまし
ては、今後の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

86

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

5 P.8 2.1. (2) (エ)

昨今の標的型攻撃やフィッシングにおける詐称メール対策として、メール電子署名の普及促進に
必要な、サービスや製品への実装や利用の簡素化を後押しするような施策を検討していただけ
ればと考えます。

政策展開に
係る意見

御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

87

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

6 P.26 4.2. (4)

我が国のセキュリティ人材の国際化推進の観点からも、既存の、また今後整備される資格制度
と既に世界的に広まっていて評価の高い資格、認証制度（たとえばCISSP,CISMなど）との内容互
換、相互認証の制度化を行うべきと考えます。新たな国産資格が生まれるたびに、こうした資格
取得者がそれを取得、維持するのでは極めて非効率であり、既存の国際資格取得者には、同等
の国内資格が付与される枠組み整備をお願いします。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、今後の試験制度等の検討に当たっての参考
とさせていただきます。

88

NPO法人
日本ネット
ワークセ
キュリティ

協会

7 P.30 5. (イ)

国際的に重要なイベントに際して、関連施設、サービス、重要インフラ以外の一般企業が社会混
乱や対応力の分散などを狙って攻撃される可能性の検討も行う必要があります。特に、大きなイ
ベント時期には専門家がそちらに取られ、一般企業で専門家の協力が得られにくくなる可能性も
あるため、あらかじめこうした事態に備える体制作りを一般企業が推進できるような施策も併せ
て検討していただければと考えます。

政策展開に
係る意見

御指摘の点については認識しており、そうした点も踏まえて検討してま
いります。
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89 個人（19） 1 P.2
1.1. (3) (ウ)
2.2. (3)

スマートメーターはその設置拒否が可能なようにしていただきたい。これについてセキュリティを
確保するのは非常に難しいものである。（現状、WIMAX等の回線（勿論電力会社所有の設備で
はない）を暗号化せずに通信がなされているという状況であるが、こんな無茶苦茶な事がまかり
通る様であれば絶対に設置強制は不許可であろう。）また、個人の選択の権利を害するのは非
常に良くない事である。エネルギー政策的に言うと、スマートメーターではなく電力供給側にバッ
ファを設けてエネルギーの調整を行うべきものであるので、そもそもスマートメーターとは必要が
あるものではない。徒に機器を高性能化させ機能を増やしてもセキュリティ不安を発生させ国民
の安全を危機に晒すだけなので、この政策は即刻見直しが必要である。

政策展開に
係る意見

スマートメーターの設置そのものや電力政策の是非については、本案の
意見募集の対象外です。
なお、スマートメーターの通信内容については、資源エネルギー庁に設
置されたセキュリティ検討ワーキンググループの報告書（2015年7月）に
おいて、暗号化等のセキュリティ対策が盛り込まれています。

90 個人（19） 2 － －

脆弱性の作り込みに関しては人的要素が最重要となる。これについて、国内SIerには悪質な業
者が多数存在し、大手も含め実の所関わりを持っていない業者はほぼ存在しないと言える状況
であるが、これらによって作り込まれる脆弱性とその修正のおろそかさは大量かつ大規模なもの
であるので（省庁系のサイトも多数これにより問題が作り込まれている）、即刻正常化を図ってい
ただきたい。悪質な業者の排除は日本にとって良い事であるのはもちろん、国際社会に対しての
責務でもある。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、今後の施策の検討に当たっての参考とさせ
ていただきます。

91 個人（19） 3 － 2.3.他

セキュリティについてはまずは「定型的なチェック」を行うべきである。サイトデザインはセキュリ
ティ基準を満たしているか（不要なJavaScriptの排除、高強度のSSL通信が可能）等も行わずに
「第三者認証等」などという事は言うべきではない。これらに反したgo.jpのサイトが一つも無くなっ
た状態にしてから事にあたっていただきたい。また、Windowsの利用を中止にしていただきたい。
業務は当然Linuxで行えるはずのものであるが、省庁から率先して業務でのWindows利用をやめ
ていただきたい。問題発祥の源である。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、今後の施策の検討に当たっての参考とさせ
ていただきます。

92 個人（19） 4 － －

クラウドについてはその利用を一考するようにしていただきたい。不要にクラウドを連呼している
事態が散見される。外部にデータを置く事はセキュリティ的に望ましいものではないという原則を
再度認識するよう注意をうながしていただきたい。

政策展開に
係る意見

御意見の内容については、今後の施策の検討に当たっての参考とさせ
ていただきます。

93 個人（20） － － 全般

しっかりと日本の国益を守るサイバーセキュリティ対策をして欲しいです。
国民の生命・財産も。効果的な取り組みをして欲しいです。

政策展開に
係る意見

本計画に記載している施策を始め、「サイバーセキュリティ戦略」に基づ
くサイバーセキュリティ政策を着実に推進することにより、我が国の国益
の確保し、国民の生命や財産を保護するよう努めてまいります。

94

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

1 － 全般

＜全般の印象＞
サイバーセキュリティ2015では、技術的対策の観点だけでなく、企業経営レベルでの対応から一
般利用者への啓発、意識底上げまで幅広く対応すべきプレーヤーをカバーしており、弊協議会
の考えと一致していて非常に賛同できる内容と考えます。また、各省庁が何を行うべきかを具体
的に示す形式は、具体的で分かりやすいものと評価いたします。

賛同意見 賛同意見として承ります。「はじめに」にも記載のとおり、今後３年程度の
基本的な施策の方向性を示す「サイバーセキュリティ戦略」の体系に
沿った形で2015年度に実施する具体的な取組を記載しています。
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95

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

2 －
1.1. (4)  (イ)
1.1. (4)  (エ)他

＜「IoTシステム」という用語について＞
1.1. (4)  (イ)、1.1. (4)  (エ)等において、単に「IoTシステム」とすべてを一括りにするのではなく、例
えば、以下のように対象を区別できる様に明記すべきであると考えます。
案１：「IoTシステム（重要インフラ・産業向け制御システム）」と「IoTシステム（一般利用者向けシ
ステム）」
案２：「産業向けIoT制御システム」と「一般利用者向けIoTシステム」

なお、1.1. (4)  (イ)、(エ)において、「IoTシステム」を「産業向けIoTシステムおよび一般利用者向け
IoTシステム」と修正する。

［理由］
「IoT」という単語は様々な用途・分野の様々なシステム形態まで包含した非常に曖昧な用語と
なっています。昨年NISCより出された情報セキュリティ研究開発戦略で反映いただいたように、
社会インフラ（重要インフラ）やプラントの安定稼働を担うシステムと、家電や自動車、在宅医療
健康機器、HEMS等の日常生活を支える機器（生活機器）やそれらと連携するスマートフォン等の
モバイルデバイスなど一般利用者が管理する形の機器群で構成されるシステムは、同じ「IoT」で
も明らかにそのセキュリティの性格は違うものと感じています。
また、今年度の米国で開催されたセキュリティイベントDEFCON23では、ICS
(Industrial Control System、いわゆる産業向け制御システム）と、一般利用者が扱うつながる家
電やホームルータ・ホームセキュリティ製品などの機器類（これをIoTと称していた）を対象とした
議論は区別されていました。これは、訓練されたシステム保守・管理者の管理の下で運用される
社会システム・プラントシステムのICSと、セキュリティ管理の意識や知識の低い一般利用者が管
理する生活機器のIoTシステムは区別されていることが伺えます。

修正意見 「サイバーセキュリティ戦略」で定義した「IoTシステム」は、産業向けも一
般利用者向けも含めあらゆるモノがネットワークに接続されるものである
ことから、少なくとも本年次計画の施策において分けて記載することは
適当でないものと考えます。なお、施策を具体的に推進するに当たって
は、御意見の内容も参考させていただきます。

96

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

3 P.2 1.1. (3)  (カ)

＜EDSA認証について＞
「IoTシステムの構成要素であるM2M機器等のセキュリティに係る認証制度であるEDSA認証」を
「産業向けIoTシステムの要素であるM2M機器等の認証制度であるEDSA認証」に修正されては
どうか。

［理由］
EDSA認証は、よく読めば最後に「制御システム全体のセキュリティ認証制度を確立する」とあり、
産業向け制御システム（ICS）の領域と読めますが、IoTと言われる機器全般にEDSA認証を適用
して普及啓発していく、と誤解して読めました。
EDSA認証は、その仕様にもある通り「産業向け制御システム」を対象とした
認証制度であり、管理体制下で運用されるシステムであることが前提となっています。一般利用
者向けIoTシステムの認証制度は、EDSA認証は参考としつつも、別途検討が必要と考えており、
同(3)-(ア)で記載されているIPA殿の取り組みがその検討基盤となることを期待しています。

修正意見 御意見を踏まえ、「IoTシステムの構成要素であるM2M機器等のセキュリ
ティに係る認証制度であるEDSA認証」を「IoTシステムの構成要素であ
るM2M機器等の制御システム向けのセキュリティに係る認証制度である
EDSA認証」と修正します。

97

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

4 P.2 1.1. (3)  (カ)

上記に加えて、以下を追加しては如何でしょうか。
「（どこかの組織）を通じ、一般利用者向けIoTシステムの構成要素である生　活機器等のセキュ
リティ に係る認証制度を確立する。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

98

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

5 P.2 1.1. (3)  (キ)

以下を追加しては如何でしょうか。
「（どこかの組織）を通じ、インターネット上の公開情報を分析し、国内の一般利用者向けIoTシス
テム等で外部から悪用されてしまう危険性のあるシステムの脆弱性や設定の状況について、そ
のシステムの製造組織に対して情報を提供する。」

修正意見 セキュリティ関連機関（JPCERT/CCなど）が、例えばインターネット上に
接続されたデバイスを検索するサービスやインターネット定点観測シス
テムなどのデータを活用し、IoT 機器等の管理者に対してインシデント未
然防止の観点で接続先に改善依頼を行い、必要に応じて製造ベンダへ
の改善の提案等を行っております。御意見の内容につきましては、今後
の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

99

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

6 P.3 1.1. (4)  (ウ)

以下を追加しては如何でしょうか。
「（どこかの組織）において、一般利用者向けIoTシステムのテスト環境を用いシステム全体の脅
威分 析、リスク評価を行う技術を開発し、評価・認証制度やサイバー演習へと活用する。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。
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100

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

7 P.3 1.1. (4)  (エ)

以下を追加しては如何でしょうか。
「・・・・脅威分析及びリスク評価を行う。さらに脆弱性検証システムの開発を行う。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。

101

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

8 P.3 1.1. (4)  (オ)

原案に対し、以下の文言を追加しては如何でしょうか。
「アタック（攻撃）手法の調査・研究」

修正意見 御意見の内容につきまして、今後の取組の検討に当たっての参考とさ
せていただきます。

102

（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

9 P.3 1.1. (4)  (カ)

原案に対し、以下のように文言（下線部）を追加しては如何でしょうか。
「経済産業省において、自動車のセキュリティ確立に向けて、自動車業界関係者等と制御システ
ム及びインフォテイメントシステムといった車載器等に関するセキュリティ上の課題と対策につい
て情報交換を行い、解決に向けた方向性を得るとともに研究開発を推進する。」

修正意見 自動車のシステム変化に鑑み、自動車のセキュリティに求められる要件
について引き続き検討していきます。
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（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

10 P.4 1.2. (3)  (キ)

原案のあとに以下を追加しては如何でしょうか。
「・・・実践的なサイバー演習を行う。さらに、（どこかの組織において）一般利用者向けIoTシステ
ム（例えば大量のホームゲートウェイ等）へのサイバー攻撃を想定した模擬システムを構築し、そ
れを用いた実践的サイバー演習を行う。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。
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（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

11 P.25 4.1. (エ)

原案に対し、以下の文言（下線部）を追加しては如何でしょうか。
「総務省において、NICTを通じ、2020年頃の実現を視野に、ユーザーからの要求に応じた最適
な品質やセキュリティ・耐災害性等に優れた新世代ネットワークの基盤技術、及びIoT機器と通信
ネットワークとが連携したIoTシステムにおける攻撃技術と防御技術の研究開発を推進する。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。
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（一社）重
要生活機
器連携セ
キュリティ
協議会

12 P.25 4.1. (1)  (エ)

原案に対し以下を追加しては如何でしょうか。
「（どこかの組織を通じて）、一般利用者向けIoTシステムの挙動を解析し、サイバー攻撃を検知
する技術開発や、ホワイトリスト技術に関する研究を行う。」

修正意見 御意見の内容につきましては、今後の取組の検討に当たっての参考と
させていただきます。
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